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今週のキーワード

宇宙内製造
微小重力で新材料・医薬品・半導体

28
件

記事数

6
カ国

対象国

600
社

中国宇宙企業

200
億円

ispace助成金

今週の全28記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 ispace、H3で月着陸船 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
ispaceが三菱重工H3ロケットで月着陸船ULTRAを20
28年に打ち上げ、国産月輸送システム構築を加速。

#02 中国商業宇宙企業急増 市場概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
中国の商業宇宙企業が民間投資開放後600社に急増し
、打ち上げ・衛星製造等で世界経済に戦略的影響。

#03
NASA、三体軌道テス
ト

技術実証
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

NASAが2027年にCAPSTONE 02を打ち上げ、月近傍
の複雑な三体軌道をテストし、月インフラ構築の基盤
を確立。

#04 FAA、規制合理化案 政策動向
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○

FAAが商業宇宙のライセンスプロセス合理化のため13
の環境法規免除案を提出、米国の競争力強化を目指す
。

#05
Rocket Lab
Neutron初飛行

新製品
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
Rocket Labが中型再利用可能ロケットNeutronを202
6年初飛行予定、11億ドル超の受注残で市場拡大へ。

#06
NASA、アルテミスIII
結合

プロジェ
クト進捗

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

NASAがアルテミスIIIに向けオリオン宇宙船のモジュ
ール結合を完了、2027年打ち上げで民間月着陸シス
テムとドッキング試験へ。

#07
K2
Space、5億ドル調達

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

元SpaceXエンジニア設立のK2 Spaceが5億ドル調達
、低コスト・高出力衛星生産を拡大し軍事・商用市場
へ。

#08
微小重力医薬品、有効
性向上

学術的ブ
レークス

ルー

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

Eascra BiotechがISSでの微小重力医薬品製造で有効
性40〜50%向上を実証、新薬開発にブレークスルー
。

#10
Rocket
Lab、iQPS衛星

製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●

Rocket LabがElectronで日本のiQPS社SAR衛星MIKU
RA-Iを打ち上げ成功、36機コンステレーション構築
へ弾み。

#11
月震で地下水氷マッピ
ング

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

Science Advances誌が月震データ分析で月の地下水
氷資源の特定・マッピング可能性を示唆、月探査に革
新。

#12
ispace、高精度着陸助
成金

企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
ispaceがJAXA宇宙戦略基金から月極域高精度着陸技
術開発で最大200億円獲得、日本の月戦略を加速。

#13
ISSで医薬品結晶化実
験

応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

パデュー大学とRedwireがISSで医薬品結晶化の第2弾
実験を開始、微小重力が医薬品品質に与える影響を深
掘り。

#14
Axelspaceが日本宇宙
牽引

企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
Axelspaceが日本の新宇宙経済を牽引、政府支援拡大
で衛星開発・地球観測サービス提供を強化。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#15 NASA、月面拠点計画 プロジェ
クト計画

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
○

NASAが人類初の月面拠点「Moon Base」構築計画を
発表、月南極にインフラ整備し火星探査への足がかり
に。

#16
欧州、ICEYEに大型投
資

市場動向
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○

欧州委員会「Scaleup Europe Fund」が初の宇宙投資
としてICEYEに4.5億ユーロを主導、欧州宇宙産業を
強化。

#17
宇宙内製造、新材料生
産

解説記事
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
米国上院委員会資料が宇宙内製造の可能性を強調、微
小重力・真空で地球上不可能な新材料・製品を生産。

#18
宇宙産業、資金調達高
水準

市場概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○

2026年7月、宇宙産業はVenus AerospaceやSwissto
12など高水準の資金調達を継続、次世代技術開発を加
速。

#19
政府R&D;資金がVCよ
り最適

政策提言
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○

宇宙スタートアップにとって政府R&D;資金がVCより
最適、SBIR/STTRプログラムが長期・高コスト開発
を支援すると指摘。

#20
Redwire、医薬品開発
イベント

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

RedwireがSpaceMDのStarfall商業ミッション発表を
受け、微小重力医薬品開発イベントを開催、商業化進
展を示す。

#21
微小重力半導体、性能
向上

学術的ブ
レークス

ルー

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

Space Forgeが微小重力下の結晶成長で半導体性能大
幅向上を実証、軌道上製造でマイルストーン達成。

#22
中国、再利用ロケット
初飛行

新製品
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

中国の商業宇宙企業がOrienspace
Gravity-2、i-Space Hyperbola-3など再利用可能ロ
ケットの2026年内初飛行へ。

#23
宇宙資産、インフラ投
資対象

市場概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

宇宙関連資産が新たなインフラ投資対象に浮上、地上
局・ミッション制御施設が堅実なキャッシュフローで
注目される。

#24
SpaceX
Starfall試験成功

技術実証
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

SpaceXがStarfall再突入カプセルの初飛行試験に成功
、微小重力製造とポイント・ツー・ポイント貨物輸送
を加速。

#25
日本防衛スタートアッ
プ拡大

市場概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
日本の防衛スタートアップエコシステムが拡大、Info
stellar、ACSL、Prodroneが技術革新を牽引。

#26
SpaceXスターシップV
3展開

技術実証
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○

SpaceXが13回目のスターシップ試験飛行で次世代Sta
rlink
V3衛星を展開、上段ヒートシールド撮影に成功。

#27
中国商業打ち上げ30回
超

市場概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
中国の商業宇宙打ち上げが2026年に30回超見込み、
長征6A型成功と民間投資加速で競争力強化。

#28
米国FAA、規制合理化
案

政策動向
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
米国FAAが商業宇宙打ち上げ・再突入の環境規制を大
幅に合理化する新規則案を提案、産業成長を加速。

#29 Varda、宇宙製薬加速 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Varda Space Industriesがバイオ医薬品リーダーを招
聘し宇宙ベース医薬品製造を加速、2027年までに10
回打ち上げ計画。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 宇宙での「超高品質製造」は、あなたの製品設計前提を覆すか？
微小重力環境下での半導体や医薬品の結晶成長が、地球上では不可能な性能向上をもたらす可能性が示されました。Spac
e Forgeは半導体で、Eascra Biotechは医薬品でそれぞれマイルストーンを達成。これは将来的に、材料や部品の調達戦
略、製品設計、さらには製造プロセス全体を再考する必要があることを示唆しています。

❷ 月面開発競争で、日本は「高精度着陸」で主導権を握れるか？
NASAが月面拠点「Moon Base」構築計画を発表し、月南極へのインフラ整備を加速する中、ispaceがJAXA宇宙戦略基金
から月極域高精度着陸技術開発で最大200億円の助成金を獲得しました。日本の高精度着陸技術が、国際的な月面資源探
査や基地建設において、どのような役割を果たすか、その戦略的意義を評価すべきです。

❸ 米中の宇宙産業「規制緩和」と「投資加速」は、日本の競争力をどう変えるか？
米国FAAは商業宇宙のライセンスプロセス合理化案を提出し、中国は商業宇宙企業が600社に急増、再利用可能ロケット
の初飛行を加速しています。両国の政府主導の支援と民間投資の活発化は、宇宙産業の競争環境を劇的に変化させていま
す。日本の宇宙産業がこのグローバルな潮流の中で、いかに競争力を維持・強化していくか、早急な対応が求められます
。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

宇宙半導体

宇宙製薬

宇宙内製造

月面拠点

日本宇宙戦略

中国の台頭

米国規制緩和

次世代ロケット

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 宇宙半導体 注意 超高性能半導体の新市場 地上製造の優位性喪失

● 宇宙製薬 注意 新薬開発と高有効性 地上製薬の競争激化

● 宇宙内製造 注意 宇宙インフラ自給自足 新規参入の障壁増大

● 月面拠点 機会大 月面経済への参画 開発競争の激化

● 日本宇宙戦略 機会大 国策による成長加速 国際競争力維持

● 中国の台頭 脅威大 — 競争激化と技術流出
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● 米国規制緩和 注意 打ち上げ頻度向上 競争環境の変化

● 次世代ロケット 注意 低コスト宇宙輸送 打ち上げ市場の寡占化
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深掘り ① ― 宇宙製半導体、性能飛躍の可能性
#21 | 2026/08/06 | BeBeez International | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

英国のSpace Forgeは、微小重力下での結晶成長により、地球上では困難な「超純粋な」半導体結晶を生成する技術で
重要なマイルストーンを達成しました。微小重力環境では、重力による対流や不純物の沈降が排除されるため、より均
一で欠陥の少ない結晶構造が形成され、半導体の電子移動度、信頼性、寿命が大幅に改善される可能性があります。

この技術は、ガリウムヒ素（GaAs）やシリコンカーバイド（SiC）といった次世代半導体材料に適用され、宇宙や防衛
、高性能コンピューティング、量子技術など、極限環境での信頼性が求められる分野での需要が高まると予想されます
。宇宙内製造が単なる概念実証を超え、実用的な産業応用へと移行しつつあることを明確に示しています。

▶ 技術者の視点

「大幅向上」という定性表現ですが、微小重力下の結晶成長が均一性を高める原理は確立されており、
半導体性能への寄与は理論的に妥当です。ただし、具体的なデバイスレベルでの性能向上率や歩留まり
については、さらなる定量データが必要です。未解決課題としては、軌道上製造のコスト、地球への効
率的な帰還・回収、量産体制の確立、放射線環境下での材料安定性、知的財産保護が挙げられます。特
に、地球上での製造コストとの比較優位性を示すには、サプライチェーン全体の最適化が不可欠です。
【機会】としては、高品質半導体材料の新たな供給源となり、宇宙製造装置・プロセスの開発、宇宙環
境での材料評価技術が求められます。日本の半導体材料メーカーは、この新市場に参入するチャンスで
す。【脅威】としては、地上での高性能半導体製造技術が陳腐化する可能性や、宇宙製造技術への投資
が遅れることによる競争力低下が考えられます。次のアクションとして、【R&D;】【半導体PKG】は微
小重力下での結晶成長に関する基礎研究動向を継続的に監視し、共同研究の可能性を検討すべきです。
また、宇宙製造プラットフォームを提供する企業との連携を模索し、自社材料の宇宙での評価を計画す
ることが重要です。

深掘り ② ― 宇宙製薬が拓く新治療薬の地平
#08 | 2026/07/31 | Mettler Toledo (Balancing the Future Podcast) | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○
市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

Eascra Biotechは、ISSでの実験で微小重力環境下で製造された薬物送達技術製品が、地上製造品と比較して有効性を4
0〜50％向上させることを実証しました。微小重力では、結晶成長プロセスにおける対流や沈降が排除され、より均一
で欠陥の少ない、高純度かつ高安定な結晶構造を持つ医薬品粒子が形成されるため、治療効果の飛躍的な向上が期待さ
れます。

この成果は、宇宙空間が地球上では困難な高品質医薬品製造を可能にする「究極の製造環境」であるという認識を強化
し、宇宙でのバイオテクノロジー製造が商業的応用へと移行しつつあることを示しています。製薬業界が直面する新薬
開発の課題解決に新たな道を開く可能性があります。
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▶ 技術者の視点

「有効性40〜50%向上」は非常に大きな数値であり、もし臨床的に有意であれば画期的です。ただし、
これは薬物送達技術製品の有効性であり、特定の薬剤や疾患に限定される可能性が高いです。一般化に
はさらなる検証が必要でしょう。結晶構造の均一性向上による薬物動態の変化が主因と推測されます。
未解決課題としては、宇宙製造された医薬品の安全性・有効性に関する規制当局の承認プロセス、製造
コストとスケールアップ、地球への輸送・保管、放射線環境下での安定性、知的財産保護が挙げられま
す。【機会】としては、新規医薬品開発における新たなアプローチ、宇宙製造技術を活用した高付加価
値医薬品の創出、宇宙製薬サプライチェーンへの参入（材料、製造装置、輸送）が考えられます。日本
の製薬企業は、難病治療薬や希少疾患薬での優位性を築ける可能性があります。【脅威】としては、海
外企業による宇宙製薬の先行と市場独占、日本の製薬産業がこの技術トレンドに乗り遅れるリスクがあ
ります。次のアクションとして、【R&D;】【製薬】は微小重力下での結晶化技術に関する研究動向を注
視し、自社製品への応用可能性を評価すべきです。また、宇宙製造プラットフォーム企業との情報交換
を開始し、将来的な共同実験の可能性を探るべきでしょう。
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深掘り ③ ― 月面基地構想、人類の新たなフロンティア
#15 | 2026/08/05 | NASA | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●○

NASAは、人類初の月面恒久拠点「Moon Base」の構築計画を発表しました。月の南極付近に段階的にインフラを整備
し、宇宙飛行士の長期滞在、科学研究、資源探査、および作業活動を可能にすることを目指します。この計画は、電力
供給、生命維持、通信、現地資源利用（ISRU）技術など多岐にわたる要素から構成され、火星有人探査への重要な足が
かりとなります。

月の南極は、水氷資源の存在可能性が高く、日照時間も比較的長いため、電力確保にも有利な主要建設候補地です。ア
ルテミス計画の一環として進められるこの構想は、持続可能な月面プレゼンスを確立することを目的とし、商業パート
ナーや国際協力も不可欠な要素となります。

▶ 技術者の視点

具体的な数値は少ないですが、NASAの計画発表であり、その実現性は高いと評価できます。月の南極
は水氷資源と日照時間の点で戦略的に重要であり、計画の妥当性は高いです。未解決課題としては、居
住モジュール、電力供給、生命維持システム、ISRU（現地資源利用）技術の確立と信頼性向上が挙げら
れます。特に、放射線防護、月塵対策、極限環境での長期運用における材料劣化への対応は重要課題で
す。サプライチェーンの構築とコスト削減も不可欠でしょう。【機会】としては、月面基地建設に必要
な材料（セメント、金属、高機能樹脂）、部品（センサー、ロボットアーム、電力変換器）、インフラ
技術（通信、生命維持）の提供、ISRU技術開発への参画が挙げられます。日本の建設・重工・素材メー
カーは大きなビジネスチャンスを掴める可能性があります。【脅威】としては、海外企業が月面インフ
ラ市場を先行し、日本の技術が標準化競争に乗り遅れるリスクがあります。次のアクションとして、【
経営企画】【R&D;】【材料メーカー】は月面基地に必要な材料・部品・技術ロードマップを策定し、自
社の強みと合致する領域を特定すべきです。NASAや民間企業との連携機会を積極的に模索し、技術提
案を行うことが重要です。

その他の注目記事
ispace、JAXA宇宙戦略基金から月極域高精度着陸技術開発で最大200億円の助成金を獲得 (ispace)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 日本関連度●●●●●

ispaceがJAXAから巨額の助成金を得て、月の極域へのセンチメートル級高精度着陸技術開発を加速。日本の月戦略に
おける重要な一歩であり、月面資源探査の効率化に直結する。

SpaceX、13回目のスターシップ試験飛行で次世代Starlink V3衛星を初展開、上段ヒートシールドの軌道撮影に成功 (Space.com)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●

スターシップの次世代Starlink衛星展開成功と上段回収の試みは、宇宙輸送コストを劇的に削減し、宇宙経済全体に革
命をもたらす可能性を秘めている。日本の宇宙産業もその影響を注視すべき。

中国の商業宇宙企業、民間投資開放から600社に急増し世界経済に戦略的影響 (Center for Strategic and International Studies (CSIS) Report)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

中国の商業宇宙産業が急速に拡大し、世界の宇宙経済における戦略的勢力図を変化させている。打ち上げ、衛星製造、
通信など多岐にわたり、日本のサプライチェーンや競争環境にも大きな影響を与えるだろう。

Rocket Lab、11億ドル超の受注残と50回超の打ち上げ成功を背景に、再利用可能中型ロケットNeutronの2026年初飛行で市場拡大へ (TradingKey)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

Rocket LabのNeutronはSpaceX Falcon 9の競合となり、中型打ち上げ市場に新たな選択肢を提供する。日本の衛星メ
ーカーや打ち上げサービス利用企業は、この動向を注視すべき。

FAA、商業宇宙のライセンスプロセス合理化へ13の環境法規免除案を提出 (HSToday)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○
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FAAによる規制緩和は、米国の商業宇宙活動の迅速化と競争力強化に直結する。日本の宇宙産業も、国際的な規制環境
の変化が事業展開に与える影響を評価する必要がある。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【経営企画】微小重力製造（半導体、医薬品）の動向を経営層に共有し、自社事業への影響を議論する場を設け
る。

• 【調達】中国の商業宇宙産業の台頭がサプライチェーンに与える影響について、リスク評価を開始する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】微小重力環境での材料特性変化に関する最新論文を調査し、自社製品への応用可能性を検討する。

• 【半導体PKG】【製薬】宇宙内製造プラットフォームを提供する企業（Space Forge, Varda Space,
Redwireなど）の技術動向とビジネスモデルを詳細に分析する。

• 【EV設計】【材料メーカー】NASAの月面基地計画における材料・部品ニーズに関する情報を収集し、自社技術
とのマッチングを検討する。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】【材料メーカー】微小重力環境での材料開発・製造に関する共同研究プロジェクトの立ち上げを検討
する。

• 【経営企画】【国際事業】日本の宇宙戦略基金やJAXAのプログラムを活用し、月探査・月面開発への参画機会
を具体的に検討する。

• 【法務】【事業開発】米国の商業宇宙規制緩和の動向を注視し、将来的な海外事業展開における影響を評価する
。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-08
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#01 ispace、三菱重工H3ロケットで月着陸船「ULTRA」を2028年に打ち上げへ

#02 中国の商業宇宙企業、民間投資開放から600社に急増し世界経済に戦略的影響

#03 NASA、月インフラ構築へ複雑な「三体軌道」テストのため「CAPSTONE 02」を2027年に打ち

上げ

#04 FAA、商業宇宙のライセンスプロセス合理化へ13の環境法規免除案を提出

#05 Rocket Lab、11億ドル超の受注残と50回超の打ち上げ成功を背景に、再利用可能中型ロケット
Neutronの2026年初飛行で市場拡大へ

#06 NASA、アルテミスIIIミッションに向けオリオンのクルー・サービスモジュール結合を完了、
2027年打ち上げで民間着陸システムとドッキング試験へ

#07 元SpaceXエンジニア設立のK2 Space、5億ドル調達で低コスト・高出力衛星生産を大幅拡大

#08 Eascra Biotech、ISSでの微小重力医薬品製造で有効性40〜50%向上を実証

#10 Rocket Lab、Electronで日本のiQPS社QPS-SAR-13（MIKURA-I）衛星を打ち上げ、SARコンス
テレーション構築へ弾み

#11 Science Advances誌：月震データ分析で月の地下水氷資源の特定・マッピング可能性が示唆

#12 ispace、JAXA宇宙戦略基金から月極域高精度着陸技術開発で最大200億円の助成金を獲得

#13 パデュー大学とRedwire、ISSで医薬品結晶化の第2弾実験を開始：微小重力が医薬品品質に与え
る影響を深掘り

#14 英国・日本が宇宙分野に注力する中、Axelspaceが日本の新宇宙経済を牽引、政府支援も拡大

#15 NASA、人類初の月面拠点「Moon Base」構築計画を発表：月南極にインフラ整備、火星探査へ

#16 欧州委員会「Scaleup Europe Fund」、初の宇宙投資としてICEYEへ4億5000万ユーロを主導

#17 米国上院委員会資料：宇宙内製造が微小重力・真空環境で地球上不可能な新材料・製品を生産

#18 2026年7月、宇宙産業の資金調達はVenus Aerospaceの9100万ドル、Swissto12の7000万ドル
など高水準で推移

#19 宇宙スタートアップにとって政府R&D資金がVCより最適、SBIR/STTRプログラムが長期・高コ
スト開発を支援

#20 Redwire、SpaceMDのStarfall商業ミッション発表を受け微小重力医薬品開発イベントを8月7日
に開催

#21 微小重力下の結晶成長が半導体性能を大幅向上：Space Forgeが軌道上製造でマイルストーン達
成

#22 北京の商業宇宙企業、OrienspaceのGravity-2、i-SpaceのHyperbola-3など再利用可能ロケッ

トの2026年内初飛行へ



#23 宇宙関連資産が新たなインフラ投資対象に浮上、地上局・ミッション制御施設が堅実なキャッシ
ュフローで注目

#24 SpaceX、Starfall再突入カプセルの初飛行試験成功：微小重力製造とポイント・ツー・ポイント

貨物輸送を加速

#25 日本の防衛スタートアップエコシステムが拡大：Infostellar、ACSL、Prodroneが技術革新を牽
引

#26 SpaceX、13回目のスターシップ試験飛行で次世代Starlink V3衛星を初展開、上段ヒートシール
ドの軌道撮影に成功

#27 中国商業宇宙打ち上げ、2026年に30回超見込み：長征6A型成功と民間企業へのKailian Capital
投資が加速

#28 米国FAA、商業宇宙打ち上げ・再突入の環境規制を大幅に合理化する新規則案を提案

#29 Varda Space Industries、バイオ医薬品リーダー招聘で宇宙ベース医薬品製造を加速：2027年
までに10回打ち上げ計画



#01 ispace、三菱重工H3ロケットで月着陸船「ULTRA」
を2028年に打ち上げへ

概要

日本の宇宙探査企業ispaceは、三菱重工業と契約を締結し、2028年に同社の新しい月
着陸船「ULTRA」をH3ロケットで打ち上げる計画を発表しました。これはispaceにと
って初の国産ロケットによる月ミッションであり、日本の宇宙産業における重要な連

携を示します。本提携は、国内での月輸送システム構築を加速し、将来の月探査にお
ける日本の役割を強化するものです。

公開日 2026年07月30日  The Japan Times  日本



詳細

主要成果

日本の月探査スタートアップispaceは、三菱重工業（MHI）と正式に契約を締結し、同
社が開発する新型月着陸船「ULTRA」を2028年にMHIのH3ロケットで打ち上げることを
発表しました。この合意は、ispaceにとって初めての国産ロケットを利用したミッショ
ンであり、日本の宇宙産業における国内連携の強化と、本格的な月輸送システムの構築
を大きく前進させるものです。

技術・臨床詳細

ispaceの月着陸船「ULTRA」は、より多くのペイロードを月面に輸送できるよう設計さ
れており、将来の月面探査や資源開発ミッションにおいて重要な役割を担うことが期待
されます。一方、H3ロケットは、JAXAとMHIが共同で開発した日本の次世代主力ロケ
ットであり、高い信頼性とコスト競争力を持つことが特徴です。H3ロケットは、その打
ち上げ能力と安定性により、日本の宇宙インフラを支える基幹ロケットとしての地位を
確立しつつあります。

背景・業界文脈

これまでのispaceの月探査ミッションは、海外のロケットを利用して実施されてきまし
たが、今回のMHIとの連携により、サプライチェーン全体での国産化が進むことになり
ます。これは、日本の宇宙産業が、打ち上げから月着陸・探査までの一貫した国内エコ
システムを構築する上で、極めて重要なステップです。政府の宇宙戦略基金や防衛省の
衛星コンステレーションプロジェクトなど、国内の宇宙活動への政府支援が拡大する
中、このような民間企業間の協力は、日本の宇宙市場の成長を一層加速させることが期
待されます。

今後の展望

2028年の「ULTRA」の打ち上げ成功は、ispaceの月輸送サービス提供能力を実証するだ
けでなく、日本の民間宇宙企業の技術力と国際競争力を世界に示す機会となります。将
来的には、月の南極などの未開拓地域への高精度着陸や、長期的な月面拠点構築に向け
たインフラ整備への貢献も視野に入れられており、日本の月戦略における中心的な存在
として、その動向が注目されます。



元記事: https://www.japantimes.co.jp/business/2026/07/30/companies/ispace-lunar-lander-rocket/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.japantimes.co.jp/business/2026/07/30/companies/ispace-lunar-lander-rocket/


#02 中国の商業宇宙企業、民間投資開放から600社に急増
し世界経済に戦略的影響

概要

中国の商業宇宙セクターは、2014年の民間投資開放以来、約600社にまで急拡大しま
した。この成長は、打ち上げ、衛星製造、通信、リモートセンシングなど多岐にわた
り、世界の宇宙経済における戦略的な勢力図を変化させています。中国政府は宇宙を

経済的エンジンと戦略的手段の両方と位置づけ、その急速な発展を後押ししていま
す。

公開日 2026年07月30日  Center for Strategic and International Studies (CSIS) Report  中国



詳細

主要成果

中国の商業宇宙産業は、2014年の民間投資開放を契機として驚異的な成長を遂げ、現在
では約600社もの企業がこの分野に参入しています。この急拡大は、世界の宇宙経済に
おける中国の戦略的地位を根本的に変化させ、宇宙技術の多様な分野におけるグローバ
ルな競争環境に大きな影響を与えています。

技術・臨床詳細

これらの商業宇宙企業は、多岐にわたる技術分野で活動しており、その範囲はロケット
打ち上げサービス、小型・大型衛星の設計・製造、高度な衛星通信システム、高分解能
リモートセンシング、地上局インフラの構築、そして様々な宇宙サービスに及びます。
特に、再利用可能なロケット技術やAIを活用した衛星データ解析など、先進的な技術開
発に多額の投資が行われています。

背景・業界文脈

中国政府は、宇宙を国家安全保障の重要な柱であると同時に、経済成長を牽引する新た
な産業と位置づけています。この戦略的ビジョンのもと、民間企業への投資と技術革新
を強力に奨励する政策が導入されました。これにより、多くの民間宇宙スタートアップ
が誕生し、国有企業では難しかった迅速な技術開発と市場投入を可能にしています。中
国の商業宇宙産業の台頭は、米国などの伝統的な宇宙大国にとって、技術的・経済的、
さらには戦略的な挑戦を突きつけています。

今後の展望

中国の商業宇宙セクターの拡大は今後も続く見込みであり、特に宇宙データ活用、宇宙
観光、月面資源探査といった新興分野への投資が活発化すると予測されます。この勢い
が持続すれば、中国は世界の宇宙経済における主導的プレイヤーの一つとしての地位を
確立し、国際的な宇宙開発の枠組みや標準設定にも大きな影響力を持つようになるでし
ょう。この動向は、研究者、エンジニア、投資家にとって、綿密な監視と分析が必要な
重要なテーマです。

元記事: https://spaceeconomyinstitute.com/2026/07/29/china-commercial-space-boom/

https://spaceeconomyinstitute.com/2026/07/29/china-commercial-space-boom/


収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#03 NASA、月インフラ構築へ複雑な「三体軌道」テスト
のため「CAPSTONE 02」を2027年に打ち上げ

概要

NASAは、2027年に2機の操縦可能な探査機「CAPSTONE 02」を月周回軌道に打ち上
げ、月近傍の複雑な重力環境における「三体軌道」をテストする計画を発表しまし
た。このミッションは、宇宙船の軌道予測と制御に関する理解を深めることを目的と

しています。得られるデータは、アルテミス計画を含む将来の有人月ミッションや深
宇宙探査に向けた月インフラの構築に不可欠な基盤を提供します。

公開日 2026年07月31日  Space  アメリカ



詳細

主要成果

NASAは、月近傍の極めて複雑な重力環境下で宇宙船がどのように挙動するかを詳細に
解明するため、2機の操縦可能な探査機「CAPSTONE 02」を2027年に月周回軌道に打ち
上げる計画を発表しました。この革新的なミッションの主な目的は、月の重力と地球の
重力が複合的に作用する「三体軌道」（特に近直線ハロー軌道などの高度に不安定な軌
道）の安定性と制御性を実証することです。

技術・臨床詳細

「CAPSTONE 02」ミッションでは、小型の探査機が月軌道上での精密な機動を繰り返し
行い、燃料消費量、軌道維持の課題、および長期ミッションにおける航法精度への影響
を詳細に測定します。特に、地球と月の重力の影響が釣り合うラグランジュ点周辺の軌
道特性を解析することで、将来の月周回宇宙ステーション「Gateway」やその他の月イ
ンフラの最適な配置と運用戦略を決定するための貴重なデータが得られます。これは、
従来のシンプルなケプラー軌道とは異なり、高度な計算とリアルタイムでの軌道修正能
力が求められる分野です。

背景・業界文脈

今回のミッションは、NASAのアルテミス計画の中核をなす取り組みの一つであり、人
類の月面帰還とその先の火星探査を見据えた深宇宙インフラ構築の基盤となります。三
体軌道の利用は、月周回軌道から月面へのアクセスを効率化し、燃料コストを削減する
可能性を秘めていますが、その安定運用には高度な知見が不可欠です。CAPSTONE 02ミ
ッションは、この複雑な軌道力学の実用化に向けた重要なステップとして位置づけられ
ています。

今後の展望

CAPSTONE 02が収集するデータは、将来の有人月ミッションにおける宇宙船の安全かつ
効率的な航法システム開発に直接貢献します。また、民間企業が提供する月輸送サービ
スや月資源探査プラットフォームの開発にも不可欠な情報となり、月周辺の商業活動の
拡大を促進するでしょう。このミッションは、月を宇宙活動のハブと見なす新しい宇宙
経済の実現に向けた、戦略的な意義を持つものです。



元記事: https://www.space.com/space-exploration/launches-spacecraft/nasa-is-sending-2-probes-to-

the-moon-to-test-complex-three-body-orbits

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.space.com/space-exploration/launches-spacecraft/nasa-is-sending-2-probes-to-the-moon-to-test-complex-three-body-orbits
https://www.space.com/space-exploration/launches-spacecraft/nasa-is-sending-2-probes-to-the-moon-to-test-complex-three-body-orbits


#04 FAA、商業宇宙のライセンスプロセス合理化へ13の環
境法規免除案を提出

概要

米国連邦航空局（FAA）は、商業宇宙活動のライセンスプロセスを大幅に合理化する
ため、13の連邦環境法規の要件を免除する規則案を発表しました。この提案は、ロケ
ット打ち上げ、宇宙船の再突入、および関連施設の運営承認プロセスを迅速化するこ

とを目的としています。これにより、米国の商業宇宙産業の競争力強化と、宇宙技術
開発の加速が期待されます。

公開日 2026年07月30日  HSToday  アメリカ



詳細

主要成果

米国連邦航空局（FAA）は、商業宇宙産業の成長を加速させるため、画期的な規則案を
提示しました。この案は、ロケット打ち上げや宇宙船再突入、および関連する地上施設
の運用承認プロセスにおいて、13の異なる連邦環境法規の適用を免除するものです。こ
れにより、現在複雑で時間のかかるライセンス取得プロセスが大幅に合理化され、米国
の商業宇宙活動の迅速化が期待されます。

技術・臨床詳細

免除対象となる法律には、国家環境政策法（NEPA）の一部や、歴史的建造物保護法、
絶滅危惧種保護法などが含まれる可能性があります。これらの法律は、宇宙関連施設の
建設や打ち上げ活動が環境や文化遺産に与える影響を評価するために設けられています
が、その審査プロセスが新たな宇宙技術の迅速な導入を妨げているとの指摘がありまし
た。FAAの提案は、これらの規制を柔軟に適用することで、環境保護と産業革新のバラ
ンスを図ることを目指しています。

背景・業界文脈

この規則案は、米国の商業宇宙産業が直面する主要な課題の一つである規制の重荷を軽
減するための、政府による積極的な取り組みを反映しています。特に、中国などの競合
国が迅速な宇宙開発を進める中で、米国が国際的な競争力を維持・強化するためには、
国内の規制環境をより効率的にすることが不可欠であると認識されています。この動き
は、宇宙産業におけるスタートアップ企業や既存の大手企業双方にとって、投資環境の
改善と事業展開の加速に繋がるでしょう。

今後の展望

この規則案が最終的に承認されれば、商業宇宙ミッションの計画から実行までのリード
タイムが短縮され、新しいロケットや宇宙船の試験、さらには頻繁な打ち上げ活動がよ
り容易になります。これにより、衛星コンステレーションの迅速な展開や、宇宙ベース
のサービス提供が加速し、米国の宇宙産業はグローバル市場でのリーダーシップを強化
するでしょう。ただし、環境保護団体からの懸念や、免除範囲に関する議論も予想さ
れ、今後の動向が注目されます。



元記事: https://www.hstoday.us/subject-matter-areas/transportation/faa-proposes-changes-to-

streamline-commercial-space-licensing-process/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.hstoday.us/subject-matter-areas/transportation/faa-proposes-changes-to-streamline-commercial-space-licensing-process/
https://www.hstoday.us/subject-matter-areas/transportation/faa-proposes-changes-to-streamline-commercial-space-licensing-process/


#05 Rocket Lab、11億ドル超の受注残と50回超の打ち上
げ成功を背景に、再利用可能中型ロケットNeutronの
2026年初飛行で市場拡大へ

概要

Rocket Labは、50回以上の成功したElectronロケット打ち上げ実績と11億ドルを超える

堅調な受注残を背景に、小型衛星打ち上げサービスと宇宙システム製造事業を強力に
拡大しています。同社の中型再利用可能ロケット「Neutron」は2026年の初打ち上げ
を目指しており、SpaceXのFalcon 9が支配する市場セグメントの顧客に新たな選択肢

を提供することで、収益の主要な成長ドライバーとなることが期待されます。Neutron

は再利用可能な第一段と革新的なフェアリング設計により、低軌道へのペイロード容
量を大幅に増加させ、大規模な衛星コンステレーション展開市場を戦略的にターゲッ

トとしています。

公開日 2026年08月06日  TradingKey  アメリカ



詳細

主要成果

Rocket Labは、小型打ち上げロケットElectronの50回以上にわたる成功裏の打ち上げ実
績と、11億ドル（約1600億円）を超える堅調な受注残を背景に、その事業基盤を強固に
しています。同社はさらに、開発中の再利用可能中型ロケット「Neutron」の2026年内
の初飛行を目指しており、これによりSpaceXのFalcon 9が提供する市場セグメントへの
本格参入を図り、収益の主要な成長要因となることを期待しています。

技術・臨床詳細

Rocket Labの主力ロケットであるElectronは、すでに小型衛星打ち上げ市場で高い信頼
性と運用頻度を確立しています。一方、Neutronは、再利用可能な第一段と、衛星ペイ
ロードを効率的に収納・展開できる革新的なフェアリング設計を特徴としています。こ
の中型ロケットは、最大13,000kgのペイロードを低軌道に投入する能力を持つとされて
おり、特に大規模な衛星コンステレーションの展開において、競争力のあるコストと柔
軟性を提供することを目指しています。第一段の着陸回収技術は、コスト削減と打ち上
げ頻度向上に不可欠な要素です。

背景・業界文脈

世界の宇宙産業は、小型から中型ロケットによる衛星コンステレーションの需要が急増
しており、特に地球観測、通信、ナビゲーションなどの分野で活用が進んでいます。こ
の市場において、SpaceXのFalcon 9は現在、圧倒的なシェアを誇っていますが、
Neutronの登場は新たな選択肢を顧客に提供し、競争を活性化させるでしょう。Rocket

Labは、打ち上げサービスに加えて、衛星コンポーネント製造を含む宇宙システム事業
も展開しており、垂直統合型のビジネスモデルで市場優位性を確立しようとしていま
す。



今後の展望

2026年のNeutronの初飛行とその後の商業運用は、Rocket Labの成長戦略における重要
な転換点となります。Neutronが中型打ち上げ市場で成功を収めれば、同社は小型衛星
から中型衛星まで幅広い顧客ニーズに対応できるようになり、市場シェアを大幅に拡大
できる可能性があります。これにより、同社の収益と市場評価は一層向上し、世界の主
要な宇宙企業としての地位を確固たるものにするでしょう。投資家は、Neutronの開発
進捗と商業化の成功に高い関心を寄せています。

元記事: https://www.tradingkey.com/analysis/stocks/us-stocks/261948979-rocket-lab-1-1-billion-

backlog-50-successful-launches-neutron-2026-is-rklb-a-buy-at-117-tradingkey

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tradingkey.com/analysis/stocks/us-stocks/261948979-rocket-lab-1-1-billion-backlog-50-successful-launches-neutron-2026-is-rklb-a-buy-at-117-tradingkey
https://www.tradingkey.com/analysis/stocks/us-stocks/261948979-rocket-lab-1-1-billion-backlog-50-successful-launches-neutron-2026-is-rklb-a-buy-at-117-tradingkey


#06 NASA、アルテミスIIIミッションに向けオリオンのク
ルー・サービスモジュール結合を完了、2027年打ち上げ
で民間着陸システムとドッキング試験へ

概要

NASAは、2027年に予定されているアルテミスIII有人実証ミッションに向け、オリオン

宇宙船のクルーモジュールとサービスモジュールの結合を7月30日に完了しました。こ
の重要なマイルストーンは、月の周回軌道に宇宙飛行士を送り込み、Blue Originと
SpaceXが開発する商業月着陸システムの試験バージョンとのランデブーおよびドッキ

ング能力をテストする準備を整えるものです。アルテミスIIIは、人類の月面帰還と将
来の火星探査の実現に向けた、不可欠なステップとなります。

公開日 2026年08月05日  NASA  アメリカ



詳細

主要成果

NASAは、人類を再び月面に送るアルテミス計画の重要なフェーズであるアルテミスIII

ミッションに向けて、オリオン宇宙船の主要コンポーネントであるクルーモジュールと
サービスモジュールの結合を、2026年7月30日に成功裏に完了しました。この結合は、
2027年に予定されているアルテミスIIIの打ち上げに向けた決定的な進捗を示し、宇宙飛
行士が月の周回軌道に到達し、民間企業が開発する月着陸システムとランデブーおよび
ドッキングを行う能力を実証するための準備を整えるものです。

技術・臨床詳細

オリオン宇宙船のクルーモジュールは、宇宙飛行士の居住空間となり、地球への安全な
帰還を可能にする再突入カプセルです。サービスモジュールは、推進、電力、水、酸素
などの生命維持システムを提供します。これらの2つのモジュールの結合は、電気的、
機械的、流体的な接続を確立する複雑なプロセスであり、宇宙空間でのミッション遂行
能力に直結します。アルテミスIIIミッションでは、Blue Originのブルー・ムーン着陸船
とSpaceXのスターシップ月着陸システムという二つの異なる商業月着陸システムの試験
バージョンとのランデブーおよびドッキングが予定されており、これにより将来の多様
な月面活動への柔軟性が確保されます。

背景・業界文脈

アルテミス計画は、アポロ計画以来の月面探査を再開し、持続可能な月面プレゼンスを
確立することを目標としています。特にアルテミスIIIは、約半世紀ぶりに人類を月面に
降着させることを目指す歴史的なミッションです。NASAは、この計画において商業パ
ートナーシップを重視しており、Blue OriginやSpaceXといった民間企業の技術と革新力
を積極的に活用しています。このアプローチは、コスト効率を高めるとともに、月面へ
の輸送能力と運用頻度を向上させる戦略的な意義を持っています。



今後の展望

オリオンモジュールの結合完了は、アルテミスIIIの2027年打ち上げに向けた重要なマイ
ルストーンであり、今後の最終的なシステム統合、テスト、および打ち上げ準備が加速
されます。アルテミスIIIの成功は、人類が月面で生活し、働き、探査するための月面基
地の構築、さらには火星への有人探査へと繋がる、長期的な宇宙探査ロードマップの実
現に向けた確固たる一歩となります。このミッションは、単なる技術的成果に留まら
ず、人類の宇宙への挑戦の新たな章を開くものです。

元記事: https://www.nasa.gov/blogs/missions/2026/08/05/nasa-joins-artemis-iii-orion-modules-rocket-

hardware-update/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nasa.gov/blogs/missions/2026/08/05/nasa-joins-artemis-iii-orion-modules-rocket-hardware-update/
https://www.nasa.gov/blogs/missions/2026/08/05/nasa-joins-artemis-iii-orion-modules-rocket-hardware-update/


#07 元SpaceXエンジニア設立のK2 Space、5億ドル調達
で低コスト・高出力衛星生産を大幅拡大

概要

元SpaceXのエンジニアによって設立されたK2 Spaceは、衛星生産能力を大幅に拡大す
るため、シリーズ資金調達ラウンドで5億ドルを確保しました。同社は、商用および防
衛顧客向けに、低コストでありながら高出力の衛星を製造することに特化していま

す。この資金は、軍事ミッションから将来の宇宙ベースAIデータセンターまで、幅広
い用途に対応する衛星製造の加速に充てられます。

公開日 2026年07月30日  YouTube  アメリカ



詳細

主要成果

元SpaceXのベテランエンジニアたちが設立した革新的な宇宙スタートアップK2 Space

は、衛星生産能力の大幅なスケールアップを目指し、シリーズ資金調達ラウンドで5億
ドル（約720億円）という巨額の資金を調達しました。この資金は、同社が推進する低
コストかつ高出力の衛星製造戦略を加速させ、商用および防衛分野の顧客からの高まる
需要に応えることを可能にします。

技術・臨床詳細

K2 Spaceは、最新の製造技術とモジュール設計を組み合わせることで、従来の衛星より
も大幅に効率的でコストパフォーマンスに優れた衛星を製造しています。同社の衛星
は、高度な電力供給システムとペイロード統合能力を備え、様々なミッションプロファ
イルに対応できる汎用性の高さが特徴です。これにより、軍事偵察、地球観測、通信、
さらには軌道上でのAIデータ処理といった将来的な宇宙ベースのアプリケーションに柔
軟に対応できる設計となっています。

背景・業界文脈

現在の宇宙産業は、小型衛星コンステレーションの急速な発展と、政府機関および民間
企業双方からの高まる衛星データ需要によって牽引されています。特に、防衛分野で
は、分散型でレジリエントな衛星ネットワークの構築が喫緊の課題となっており、K2

Spaceのような低コストで高性能な衛星を提供する企業が戦略的に重要視されていま
す。今回の5億ドルの資金調達は、K2 Spaceがこの急速に拡大する市場において、主要
なプレイヤーとしての地位を確立するための大きな弾みとなるでしょう。

今後の展望

今回の資金調達により、K2 Spaceは製造施設の拡張、研究開発への投資、そして熟練し
たエンジニアリングチームの拡充を加速させることが可能となります。同社は、数年内
に大規模な衛星製造能力を確立し、商用および防衛市場に高性能衛星を供給すること
で、宇宙技術の民主化と新しい宇宙経済の形成に貢献することを目指しています。将来
的には、月の周回軌道や深宇宙ミッションにおいても、K2 Spaceの衛星が重要な役割を
果たす可能性を秘めています。



元記事: https://www.youtube.com/watch?v=lYWvESoEJes

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.youtube.com/watch?v=lYWvESoEJes


#08 Eascra Biotech、ISSでの微小重力医薬品製造で有効
性40〜50%向上を実証

概要

Eascra Biotechは、NASAの支援を受け、国際宇宙ステーション（ISS）で実施した薬物
送達技術の実験において、微小重力環境での製造が製品の有効性を40〜50％向上させ
ることを実証しました。この画期的な成果は、地上では実現困難な高品質な医薬品製

造が宇宙空間で可能であることを示唆しています。宇宙でのバイオテクノロジー製造
は、新薬開発のブレークスルーとなり、医薬品産業に革命をもたらす潜在力を持って
います。

公開日 2026年07月31日  Mettler Toledo (Balancing the Future Podcast)  アメリカ



詳細

主要成果

Eascra Biotechは、NASAの支援のもと、国際宇宙ステーション（ISS）で実施した実験に
おいて、微小重力環境下で製造された薬物送達技術製品が、地上で製造された同等品と
比較して有効性を40〜50％向上させることを明確に実証しました。この画期的な発見
は、宇宙空間が地球上では達成困難な、あるいは不可能なレベルの高品質な医薬品製造
を可能にする「究極の製造環境」であるという認識を強化するものです。

技術・臨床詳細

微小重力環境では、結晶成長のプロセスにおいて、地球の重力によって引き起こされる
対流や沈降が排除されます。これにより、より均一で欠陥の少ない、高純度かつ高安定
な結晶構造を持つ医薬品粒子が形成されます。Eascra Biotechの実験では、特定の薬物
送達技術における薬剤の結晶形態や粒子の均一性が向上し、結果として生体内での薬物
放出プロファイルが最適化され、治療効果の飛躍的な向上が見られました。この効果
は、特にタンパク質結晶や複合医薬品の製造において顕著であると考えられます。

背景・業界文脈

宇宙での医薬品製造は、長年にわたり理論的な可能性として議論されてきましたが、具
体的な商業的価値の実証は限られていました。今回のEascra Biotechの成果は、この分
野における重要なマイルストーンであり、宇宙空間でのバイオテクノロジー製造が単な
る科学的探求から、具体的な商業的応用へと移行しつつあることを示しています。製薬
業界は、新薬開発の成功率の低さや製造コストの高さに直面しており、微小重力製造が
これらの課題を解決する新たな道を開く可能性があります。

今後の展望

微小重力下での医薬品製造が、有効性を大幅に向上させることが実証されたことで、宇
宙ベースのバイオ医薬品市場は今後急速に拡大する可能性を秘めています。これは、難
病に対する新たな治療法の開発や、既存薬の改良に繋がるだけでなく、宇宙空間での医
薬品製造施設やサプライチェーンの構築といった新たな産業エコシステムを生み出すこ
とにも繋がるでしょう。投資家、製薬企業、そして宇宙技術企業は、この「宇宙製薬」
の夜明けとも言える動向に注目し、その潜在的なビジネスチャンスを模索しています。



元記事: https://www.mt.com/us/en/home/library/podcast/laboratory-division/balancing-the-future-ep4-

s-3.html

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mt.com/us/en/home/library/podcast/laboratory-division/balancing-the-future-ep4-s-3.html
https://www.mt.com/us/en/home/library/podcast/laboratory-division/balancing-the-future-ep4-s-3.html


#10 Rocket Lab、Electronで日本のiQPS社QPS-SAR-13
（MIKURA-I）衛星を打ち上げ、SARコンステレーション
構築へ弾み

概要

Rocket Labは、Electronロケットを使用して、日本のiQPS社が開発した地球観測レーダ

ー衛星「QPS-SAR-13 (MIKURA-I)」を成功裏に軌道に投入しました。これはRocket Lab

にとって2026年に入ってから13回目のElectron打ち上げであり、その高い運用頻度を
示しています。この打ち上げは、iQPSが目指す36機からなる合成開口レーダー

（SAR）衛星コンステレーション構築に向けた、極めて重要な一歩となります。

公開日 2026年08月06日  Space  ニュージーランド



詳細

主要成果

Rocket Labは、同社の実績あるElectronロケットを使用し、日本のiQPS社が開発した地
球観測レーダー衛星「QPS-SAR-13 (MIKURA-I)」を成功裏に軌道へ投入しました。この
打ち上げは、Rocket Labにとって2026年で13回目のElectronミッションとなり、その高
い信頼性と商業打ち上げサービスの堅調な需要を改めて示しました。MIKURA-Iの軌道
投入は、iQPS社が目指す36機からなる合成開口レーダー（SAR）衛星コンステレーショ
ン構築に向けた重要なマイルストーンです。

技術・臨床詳細

QPS-SAR-13 (MIKURA-I)は、高分解能の合成開口レーダー技術を搭載した地球観測衛星
です。SAR衛星は、天候や昼夜に関わらず地表を観測できるため、農業モニタリング、
災害監視、インフラ管理、防衛・セキュリティなど多岐にわたる用途で活用されます。
iQPSのコンステレーションは、これらのSAR衛星群を密に配置することで、世界の任意
の地点を高い頻度と精度で観測する能力を提供することを目指しています。Electronロ
ケットは、小型衛星を特定の軌道に正確に投入する能力に優れており、iQPSのようなコ
ンステレーション展開企業にとって理想的な選択肢です。

背景・業界文脈

地球観測市場は、地球環境変動の監視、都市計画、物流最適化など、様々な社会経済活
動の基盤データを提供する上で不可欠な存在となっています。特に小型SAR衛星コンス
テレーションは、従来の大型SAR衛星と比較して、より頻繁な再訪周期と低コストでの
データ提供を可能にすることで、市場の成長を牽引しています。iQPSは、日本における
この分野のパイオニア企業の一つであり、今回の打ち上げは、同社がグローバル市場で
の競争力を高める上で重要な役割を果たすでしょう。



今後の展望

MIKURA-Iの成功は、iQPSのSARコンステレーションが運用能力を拡大し、商業顧客への
データ提供を加速させることを意味します。Rocket Labは、Electronロケットの高い打
ち上げ頻度と今後のNeutronロケットの導入により、このような小型・中型衛星コンス
テレーションの展開を強力に支援し続ける見込みです。この連携は、地球観測データの
利用をさらに民主化し、より多くの産業や研究機関がリアルタイムに近い情報を活用で
きるようになる未来を切り開くものです。

元記事: https://www.space.com/space-exploration/launches-spacecraft/rocket-lab-launches-japanese-

earth-observing-satellite-after-5-week-delay-video-photos

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.space.com/space-exploration/launches-spacecraft/rocket-lab-launches-japanese-earth-observing-satellite-after-5-week-delay-video-photos
https://www.space.com/space-exploration/launches-spacecraft/rocket-lab-launches-japanese-earth-observing-satellite-after-5-week-delay-video-photos


#11 Science Advances誌：月震データ分析で月の地下水
氷資源の特定・マッピング可能性が示唆

概要

Science Advances誌に発表された新たな研究結果は、月震の振動が月の地下を伝わる
パターンを分析することで、隠された水氷を特定しマッピングできる可能性を示しま
した。この革新的な技術は、将来の月ミッションにおいて、飲料水やロケット燃料製

造に不可欠な水資源の効率的な探査に極めて有用です。さらに、この研究は地球の海
の起源に関する新たな科学的知見をもたらす可能性も秘めています。

公開日 2026年08月03日  ScienceDaily  アメリカ



詳細

主要成果

Science Advances誌に発表された画期的な研究は、月震（月で発生する地震）の振動が
月の地下深部をどのように伝播するかを分析することで、これまで隠されていた水氷の
存在を特定し、その分布をマッピングできる可能性を初めて示しました。この発見は、
将来の月探査ミッションにおいて、極めて重要な水資源の探査戦略に革命をもたらす潜
在力を秘めています。

技術・臨床詳細

研究チームは、アポロ計画で月面に設置された地震計が収集した歴史的な月震データ
と、最新の惑星地震学モデリング技術を組み合わせて解析を行いました。月の地殻やマ
ントルを伝わるP波とS波の速度と減衰率を詳細に調べることで、地下に存在する氷の層
が地震波に与える特有の影響を識別しました。特に、水氷は地震波を特定のパターンで
減衰させるため、その「音響的特徴」を捉えることで、深度と量を推定できることが示
されています。この手法は、月の極域だけでなく、日陰に隠れたクレーター内部など、
これまで直接探査が困難だった領域の水資源探査に応用可能です。

背景・業界文脈

月の水資源の存在は、人類の月面長期滞在や将来の火星探査にとって、飲料水、酸素、
ロケット燃料（水素と酸素に分解）を現地で生産するための鍵となります。そのため、
NASAのアルテミス計画を筆頭に、各国の宇宙機関や民間企業は、月の水資源探査に多
大な関心を寄せています。従来の月探査では、オービターによるリモートセンシング
や、着陸機による現地探査が主でしたが、月震を活用したこの手法は、地下深部の広範
囲にわたる水資源を効率的に評価できる点で、従来の技術を補完し、その限界を打ち破
るものです。



今後の展望

この月震解析技術は、将来的に月面に設置される次世代の月震計ネットワークと組み合
わせることで、月の地下水資源のより詳細な3Dマッピングを可能にするでしょう。これ
により、最適な月面基地の建設地選定や、水資源採掘施設の計画が飛躍的に効率化され
ます。また、月の内部構造に関する新たな知見は、地球の水の起源や、太陽系における
水の分布に関する普遍的な疑問への答えをもたらす可能性も秘めており、宇宙科学全体
に大きな影響を与えることが期待されます。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/08/260802223420.htm

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/08/260802223420.htm


#12 ispace、JAXA宇宙戦略基金から月極域高精度着陸技
術開発で最大200億円の助成金を獲得

概要

ispaceは、JAXAが実施する宇宙戦略基金プログラムのフェーズ2において、「月極域高
精度着陸技術」プロジェクトで最大200億円の助成金を獲得しました。この画期的なプ
ロジェクトは、月の南極付近へのセンチメートル級の高精度着陸技術の開発を目指し

ており、将来の月面資源探査やインフラ開発に不可欠な基盤を提供します。この資金
獲得は、ispaceの月探査能力を飛躍的に向上させ、日本の月戦略を加速するもので
す。

公開日 2026年08月07日  ispace  日本



詳細

主要成果

日本の月探査企業ispaceは、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）が推進す
る「宇宙戦略基金プログラム」のフェーズ2において、「月極域高精度着陸技術」プロ
ジェクトで最大200億円（約1.3億ドル）の助成金を獲得したと発表しました。この巨額
の資金獲得は、月の極域、特に水氷資源の存在が期待される南極付近への、センチメー
トル級の高精度着陸技術の開発を加速させる画期的なものです。

技術・臨床詳細

月極域高精度着陸技術は、従来の月着陸技術と比較して、大幅に高い精度での目標地点
への降着を可能にします。具体的には、高度なセンサー、自律航法システム、精密なス
ラスタ制御を組み合わせることで、着陸時の誤差を数メートルからセンチメートルレベ
ルにまで低減することを目指します。これにより、月面上の特定の地形（例えば、永久
影領域内の資源サイト）への正確なアクセスが可能となり、探査の効率性と安全性が飛
躍的に向上します。この技術は、将来的な月面資源の現場利用（ In-Situ Resource

Utilization: ISRU）にとって不可欠な要素となります。

背景・業界文脈

JAXAの宇宙戦略基金プログラムは、日本の宇宙産業の競争力強化と国際協力の深化を目
的としており、特に民間企業の革新的な技術開発を支援しています。月の極域は、水氷
が豊富に存在すると考えられており、これが将来の月面基地における飲料水、酸素、ロ
ケット燃料の供給源として極めて重要視されています。ispaceは、これまでにハクトR

ミッションで培った月着陸技術と経験を基盤に、今回の高精度着陸技術開発を進めるこ
とで、国際的な月探査競争において日本のプレゼンスを確立しようとしています。



今後の展望

この助成金は、ispaceが月の極域における探査活動を拡大し、高精度着陸技術の実証ミ
ッションを加速させるための強力な推進力となります。プロジェクトの成功は、月の南
極付近での持続可能な探査インフラ構築に向けた重要な一歩となり、将来的には国際的
なパートナーシップの下での月面拠点開発や、地球外資源の商業利用を現実のものとす
るでしょう。研究者、エンジニア、投資家は、この技術が月の商業利用に与える影響に
大きな期待を寄せています。

元記事: https://www.ispace-inc.com/2026/08/07/ispace-receives-grant-for-japans-space-strategy-fund-

project-high-precision-landing-technology-in-the-lunar-poles-region/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ispace-inc.com/2026/08/07/ispace-receives-grant-for-japans-space-strategy-fund-project-high-precision-landing-technology-in-the-lunar-poles-region/
https://www.ispace-inc.com/2026/08/07/ispace-receives-grant-for-japans-space-strategy-fund-project-high-precision-landing-technology-in-the-lunar-poles-region/


#13 パデュー大学とRedwire、ISSで医薬品結晶化の第2弾
実験を開始：微小重力が医薬品品質に与える影響を深掘り

概要

パデュー大学とRedwireは、国際宇宙ステーション（ISS）で医薬品結晶化に関する2回
目の実験シリーズを成功裏に開始しました。この継続的な研究は、微小重力環境が医
薬品結晶の核生成、成長、形態、および品質にどのような影響を与えるかを詳細に調

査することを目的としています。ISSでの実験から得られる知見は、地球上での医薬品
製造プロセスの最適化と、より高品質な医薬品の開発に応用されることが期待されて
おり、宇宙を活用した医薬品科学の可能性を広げます。

公開日 2026年08月03日  Davidson School of Chemical Engineering  アメリカ



詳細

主要成果

パデュー大学の化学工学部と宇宙製造技術のリーダー企業であるRedwireは、国際宇宙
ステーション（ISS）において、医薬品結晶化に関する2回目の実験シリーズを成功裏に
打ち上げ、研究を継続することを発表しました。この重要な取り組みは、微小重力環境
が医薬品結晶の核生成、成長、最終的な形態、および全体的な品質に与える影響を詳細
に調査し、地球上での医薬品製造プロセスを革新するための新たな知見を得ることを目
指しています。

技術・臨床詳細

今回の実験シリーズでは、特定の医薬品候補物質を選定し、微小重力下での結晶成長プ
ロセスを精密に監視・分析します。地球上では、重力による対流や沈降が結晶の不均一
な成長や欠陥を引き起こすことがありますが、ISSの微小重力環境ではこれらの影響が
排除されます。これにより、より大きく、より均一で、より高純度な結晶を形成する可
能性が期待されています。研究は、結晶構造のX線回折分析や、形態学的な評価を通じ
て、微小重力が医薬品の溶解度、安定性、生体利用効率にどのような影響を与えるかを
明らかにすることに焦点を当てています。

背景・業界文脈

製薬業界は、医薬品の品質と製造効率の向上という長年の課題に直面しています。特
に、結晶性の不均一さは、薬剤の有効性や安全性に影響を及ぼす可能性があります。宇
宙空間での医薬品製造は、こうした課題を克服し、より効果的な薬剤を生み出す潜在的
なソリューションとして、近年注目度が高まっています。パデュー大学とRedwireの継
続的な研究は、アカデミアと産業界が連携して、このフロンティア領域を開拓する典型
的な例であり、宇宙ベースのバイオ医薬品産業の発展を加速させるものです。



今後の展望

この第2弾実験から得られるデータは、微小重力環境が医薬品製造にもたらす具体的な
メリットを定量的に示すだけでなく、地球上での製造プロセスの改善に向けた新たな指
針を提供します。例えば、特定の結晶形が治療効果を最大化することが判明すれば、地
上での結晶化条件を精密に調整するヒントとなるでしょう。最終的には、宇宙でしか製
造できない独自の特性を持つ医薬品の開発や、地球上での製造プロセスの効率化と品質
向上に繋がり、患者へのより良い治療法提供に貢献することが期待されます。この研究
は、宇宙経済の新たな柱として「宇宙製薬」が確立されるための重要なステップとなり
ます。

元記事: https://engineering.purdue.edu/ChE/news/2026/purdue-university-and-redwire-continue-

spacebased-pharmaceutical-manufacturing-research-with-second-iss-launch

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://engineering.purdue.edu/ChE/news/2026/purdue-university-and-redwire-continue-spacebased-pharmaceutical-manufacturing-research-with-second-iss-launch
https://engineering.purdue.edu/ChE/news/2026/purdue-university-and-redwire-continue-spacebased-pharmaceutical-manufacturing-research-with-second-iss-launch


#14 英国・日本が宇宙分野に注力する中、Axelspaceが日
本の新宇宙経済を牽引、政府支援も拡大

概要

英国と日本の両政府が宇宙分野への関心を高める中、日本の宇宙ベンチャー企業
Axelspaceが、衛星開発・運用サービスおよび地球観測プラットフォームの提供を通じ
て、日本の新宇宙経済を強力に牽引しています。日本政府は、宇宙戦略基金や防衛省

の衛星コンステレーションプロジェクトなどを通じて、国内宇宙産業への支援を大幅
に拡大しています。この官民連携により、日本の宇宙市場は今後、顕著な成長を遂げ
ることが期待されています。

公開日 2026年08月06日  Japan In Focus  日本



詳細

主要成果

英国と日本の両政府が戦略的に宇宙分野への関心を高める中、日本の宇宙ベンチャー企
業Axelspace（アクセルスペース）は、その革新的な衛星開発・運用サービスと地球観
測プラットフォームの提供を通じて、日本の新宇宙経済を強力に牽引しています。この
動きは、日本政府による宇宙戦略基金や防衛省の衛星コンステレーションプロジェクト
といった、国内宇宙産業への支援拡大と相まって、日本の宇宙市場全体の著しい成長を
促しています。

技術・臨床詳細

Axelspaceは、小型衛星を用いた地球観測サービス「AxelGlobe」や、衛星を顧客のニー
ズに合わせて開発・運用する「GRUS」などのプラットフォームを提供しています。こ
れらの技術は、高頻度で広範囲の地球観測データを提供し、農業、都市計画、災害監
視、環境モニタリングなど多岐にわたる分野で活用されています。同社は、独自の衛星
バス技術とデータ解析アルゴリズムを組み合わせることで、低コストでありながら高い
性能を持つソリューションを実現しています。

背景・業界文脈

世界的に「New Space」と呼ばれる宇宙産業の変革期において、日本もまた、政府主導
の戦略と民間企業の活力が融合し、宇宙開発の新たな局面を迎えています。日本政府
は、宇宙を安全保障、経済成長、科学技術振興の要と位置づけ、JAXAを通じた技術支援
や、防衛省による宇宙利用の拡大など、多角的な支援策を講じています。英国との協力
関係も、日本が国際的な宇宙協力の枠組みを拡大し、共同で技術開発を進める上で重要
な要素となっています。



今後の展望

Axelspaceのような日本の先駆的宇宙ベンチャーの成長は、国内の宇宙サプライチェー
ンを強化し、新たなビジネスチャンスを創出する原動力となります。政府からの継続的
な支援と、民間投資の流入により、日本の宇宙産業は、今後数年間で急速な技術革新と
市場拡大を経験するでしょう。特に、地球観測データの高度利用、宇宙デブリ対策、月
面開発への貢献など、幅広い分野でのリーダーシップが期待されており、グローバルな
宇宙経済における日本の存在感は一層高まることが予測されます。

元記事: https://bccjapan.com/news/event-recap-new-space-economy-japan-focus

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bccjapan.com/news/event-recap-new-space-economy-japan-focus


#15 NASA、人類初の月面拠点「Moon Base」構築計画を
発表：月南極にインフラ整備、火星探査へ

概要

NASAは、人類初の月面拠点となる「Moon Base」の構築計画を本格的に推進していま
す。この先進的な基地は、月の南極付近に建設される予定で、宇宙飛行士の月面での
長期滞在、科学研究、資源探査、および作業活動を可能にすることを目的としていま

す。一連の有人・無人ミッションを通じて、段階的に必要なインフラが整備され、最
終的には火星有人探査に向けた重要な足がかりとなります。

公開日 2026年08月05日  NASA  アメリカ



詳細

主要成果

NASAは、人類初の月面恒久拠点となる「Moon Base（ムーンベース）」の構築に向け
た詳細な計画を発表し、月の南極付近に段階的にインフラを整備していくロードマップ
を明らかにしました。この計画は、宇宙飛行士が月面で長期的に生活、作業、科学探査
を行うことを可能にし、最終的には人類の火星有人探査への重要な踏み台としての役割
を担います。

技術・臨床詳細

Moon Baseは、電力供給システム（太陽光発電および核分裂炉）、生命維持システム、
通信インフラ、居住モジュール、現地資源利用（ISRU）技術といった多岐にわたる要素
から構成されます。特に月の南極は、永久影領域に水氷が存在する可能性が高く、また
日照時間が比較的長いため、電力確保にも有利であることから、主要な建設候補地とさ
れています。初期段階では、無人ローバーやロボットアームを用いた地形調査と資源評
価が行われ、その後、有人ミッションを通じて居住モジュールや科学実験施設の設置が
進められます。

背景・業界文脈

アルテミス計画の一環として進められるMoon Baseの構想は、単なる短期的な月面滞在
ではなく、持続可能な月面プレゼンスを確立することを目的としています。これは、地
球から遠く離れた深宇宙環境での人類の生存能力と、自律的な運用能力を向上させるた
めの重要なステップです。商業パートナーや国際協力も計画に不可欠な要素であり、
Blue Origin、SpaceX、その他の企業が提供する月着陸システムや、国際宇宙ステーショ
ン（ISS）での経験が活かされます。月面基地の構築は、宇宙経済全体に新たな市場と
技術革新をもたらすでしょう。



今後の展望

NASAのMoon Base計画は、今後数十年をかけて段階的に実現されていきます。初期の
ミッションでは、インフラのデモンストレーションと基礎科学研究に重点が置かれ、そ
の後、科学的発見を追求するための長期滞在ミッションへと移行します。最終的には、
月面から得られる知見と技術が火星探査に直接応用され、人類が太陽系をさらに深く探
査するための新たな扉を開きます。この月面基地は、宇宙が提供する未曽有の可能性を
最大限に引き出し、人類のフロンティアを拡大する象徴となるでしょう。

元記事: https://www.nasa.gov/moonbase/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nasa.gov/moonbase/


#16 欧州委員会「Scaleup Europe Fund」、初の宇宙投資
としてICEYEへ4億5000万ユーロを主導

概要

欧州委員会が設立した50億ユーロ規模の「Scaleup Europe Fund」は、フィンランドの
地球観測企業ICEYEに対し、4億5000万ユーロのシリーズF投資を共同で主導し、初の宇
宙分野への投資を実行しました。この戦略的投資は、欧州のディープテック産業、特

に宇宙分野における成長段階のベンチャー企業への資金供給を強化する新時代の到来
を告げるものです。これにより、欧州は宇宙技術のイノベーションと競争力強化を目
指します。

公開日 2026年08月07日  Payload Space  欧州



詳細

主要成果

欧州委員会が設立した、50億ユーロ（約7200億円）規模の戦略的投資ファンド
「Scaleup Europe Fund」が、初の宇宙分野への投資として、フィンランドの主要な地
球観測企業ICEYEに対し、4億5000万ユーロ（約650億円）のシリーズF資金調達ラウンド
を共同で主導しました。この大規模な投資は、欧州のディープテック産業、特に宇宙技
術分野における成長段階のベンチャー企業への資金供給を劇的に強化する新時代の幕開
けを告げるものです。

技術・臨床詳細

ICEYEは、小型合成開口レーダー（SAR）衛星のコンステレーションを運用し、昼夜・天
候を問わず地球表面の高分解能画像を提供するリーディングカンパニーです。同社の
SAR衛星は、災害監視、海氷モニタリング、インフラ検査、防衛・情報収集など、幅広
い商業および政府アプリケーションで活用されています。今回の資金調達により、
ICEYEは衛星コンステレーションの規模を拡大し、データ収集能力と解析サービスの質
をさらに向上させることが可能となります。

背景・業界文脈

欧州は、米国や中国に比べてディープテック分野、特に宇宙セクターの成長段階にある
企業へのリスクマネー供給が不足しているという課題を抱えていました。Scaleup

Europe Fundは、このギャップを埋め、欧州の革新的な技術企業が成長し、グローバル
市場で競争できる環境を整えることを目的として設立されました。ICEYEへの投資は、
欧州が宇宙産業を戦略的に重要視し、域内の技術的自立性と競争力向上を図る強い意志
を示すものです。



今後の展望

今回の投資は、ICEYEの事業拡大を加速させるだけでなく、欧州全体の宇宙スタートア
ップエコシステムにポジティブなシグナルを送ります。今後、Scaleup Europe Fund

は、他の有望な宇宙関連企業への投資を継続し、欧州を宇宙技術革新の世界的ハブへと
変革していくことが期待されます。これにより、欧州は宇宙データ利用、オンオービッ
トサービス、宇宙製造などの新興分野で、より強固な地位を確立し、長期的な経済成長
と戦略的自律性を確保するための重要なステップを踏み出すことになるでしょう。

元記事: https://payloadspace.com/scaleup-europe-fund-makes-its-first-space-bet/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://payloadspace.com/scaleup-europe-fund-makes-its-first-space-bet/


#17 米国上院委員会資料：宇宙内製造が微小重力・真空環
境で地球上不可能な新材料・製品を生産

概要

米国上院委員会資料は、宇宙内製造が微小重力、極端な温度、クリーンな真空といっ
たユニークな宇宙環境を活用し、地球上では困難または不可能な材料や製品を生産す
る革新的な技術であると強調しています。この技術は、衛星、宇宙ステーション、月

面インフラなどのシステムを、必要な場所で直接製造、保守、修理することを可能に
する分散型製造インフラの構築を目指しています。これにより、宇宙ミッションのコ
スト削減、柔軟性向上、および持続可能性の強化が期待されます。

公開日 2026年08月05日  SBC.senate.gov  アメリカ



詳細

主要成果

米国上院委員会に提出された資料は、宇宙内製造（In-Space Manufacturing: ISM）が、
微小重力、極端な温度変化、そしてクリーンな真空という宇宙空間特有の環境条件を最
大限に活用し、地球上では製造が困難または全く不可能な、革新的な材料や製品を生産
できる技術であることを強調しています。この技術は、宇宙ミッションの設計と運用に
パラダイムシフトをもたらす可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

宇宙内製造は、従来の製造プロセスとは根本的に異なる利点を提供します。例えば、微
小重力環境下では、地球の重力による浮力や対流の影響が排除されるため、より均一で
欠陥の少ない結晶（半導体、医薬品）、超高純度な光ファイバー、複雑な形状の金属部
品などを製造することが可能です。クリーンな真空環境は、不純物の混入を最小限に抑
え、高品質な薄膜やコーティングの形成に貢献します。具体的には、オンデマンドでの
衛星部品の製造、宇宙ステーションや月面インフラの現地建設、故障した宇宙船の修理
やアップグレードなど、多岐にわたる応用が期待されています。

背景・業界文脈

これまでの宇宙活動は、地球上で製造された部品やシステムを打ち上げ、軌道上で運用
することが基本でした。しかし、この方法は高コストであり、打ち上げ可能な質量や体
積に制約があり、また軌道上の修理・アップグレードも困難でした。宇宙内製造は、こ
れらの課題を解決し、宇宙活動の持続可能性と経済性を向上させるための戦略的なアプ
ローチとして注目されています。米国政府は、宇宙分野での技術的優位性を確保し、商
業宇宙エコシステムを育成する上で、ISMを重要な投資分野と位置づけています。



今後の展望

宇宙内製造技術の進展は、分散型宇宙製造インフラの構築を可能にし、必要なものを必
要な場所で生産するという「宇宙の産業革命」を推進します。これにより、大規模な宇
宙構造物（例：宇宙太陽光発電衛星、軌道上工場）の建設が現実味を帯び、深宇宙探査
ミッションの自律性と柔軟性が飛躍的に向上します。長期的には、宇宙資源の利用と組
み合わせることで、月や火星での恒久的な拠点構築、さらには地球経済への新たな価値
提供にも繋がり、宇宙経済の規模を飛躍的に拡大するでしょう。この分野の技術開発と
商業化は、研究者、エンジニア、投資家にとって、今後最もエキサイティングなフロン
ティアの一つとなります。

元記事: https://www.sbc.senate.gov/public/?a=Files.Serve&File_id=EA774C45-34CF-4A2C-94FF-

AC3F17704AD6

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sbc.senate.gov/public/?a=Files.Serve&File_id=EA774C45-34CF-4A2C-94FF-AC3F17704AD6
https://www.sbc.senate.gov/public/?a=Files.Serve&File_id=EA774C45-34CF-4A2C-94FF-AC3F17704AD6


#18 2026年7月、宇宙産業の資金調達はVenus Aerospace
の9100万ドル、Swissto12の7000万ドルなど高水準で推
移

概要

2026年7月の宇宙産業は、ロケット推進、衛星製造、再利用可能な宇宙システムなど

の分野で、引き続き多額の資金調達が行われました。特に、Venus Aerospaceがシリー
ズBで9100万ドル、Swissto12が7000万ドル、中国の推進スタートアップLinjie

Hangtianが2950万ドルを調達するなど、大規模な投資が目立ちます。これらの資金

は、次世代宇宙技術の開発と商業化を加速し、宇宙経済全体の成長を力強く推進して
います。

公開日 2026年08月06日  Mondaq  アメリカ



詳細

主要成果

2026年7月、世界の宇宙産業は、ロケット推進、衛星製造、再利用可能な宇宙システム
といった主要なセグメントにおいて、引き続き活発な資金調達活動を記録しました。特
に、極超音速航空機開発のVenus AerospaceがシリーズBで9100万ドル（約131億円）、
スイスの衛星通信部品メーカーSwissto12が7000万ドル（約101億円）、中国の推進スタ
ートアップLinjie Hangtianが2950万ドル（約43億円）を調達するなど、複数の企業が数
千万ドル規模の大型投資を獲得しました。

技術・臨床詳細

Venus Aerospaceの資金調達は、その極超音速航空機開発、特に宇宙へのアクセスを可
能にする推進システムに焦点を当てたもので、将来的な高速輸送や宇宙観光市場への潜
在力を示唆しています。Swissto12は、3Dプリント技術を用いた高性能な衛星通信部品
（アンテナなど）の開発で知られ、通信衛星の性能向上とコスト削減に貢献していま
す。Linjie Hangtianの資金調達は、中国の商業宇宙分野における再利用可能ロケットや
先進推進システムへの投資熱が高まっていることを反映しており、世界の宇宙技術革新
が多様な地域で進んでいることを示しています。

背景・業界文脈

2026年7月の資金調達動向は、宇宙産業がグローバルな投資コミュニティから引き続き
強い関心を集めていることを裏付けています。特に、政府の宇宙戦略への投資拡大、商
業宇宙ステーションや月面開発計画の具体化、そして低軌道衛星コンステレーションの
急速な展開が、この投資熱を牽引しています。ベンチャーキャピタル、プライベートエ
クイティ、政府系ファンドなどが、宇宙分野の長期的な成長性と、その戦略的・経済的
重要性を認識し、積極的に資金を投入しています。



今後の展望

これらの資金調達は、次世代ロケット技術の開発、より高性能な衛星の製造、そして革
新的な宇宙利用サービスの創出を加速させるでしょう。特に、再利用可能な打ち上げシ
ステムや、宇宙内製造、微小重力下での医薬品開発など、新たなフロンティア領域への
投資がさらに拡大する可能性があります。宇宙産業は、単なる探査の領域を超え、地球
経済に深く統合された「宇宙経済」として、今後も持続的な成長と技術革新を続けるこ
とが期待されており、投資家にとって魅力的な成長市場であり続けます。

元記事: https://www.mondaq.com/unitedstates/finance/1827538/space-business-review-july-2026

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mondaq.com/unitedstates/finance/1827538/space-business-review-july-2026


#19 宇宙スタートアップにとって政府R&D資金がVCより
最適、SBIR/STTRプログラムが長期・高コスト開発を支援

19_宇宙スタートアップにとって政府R&D資金がVCより最適、SBIRSTTRプログラムが長期・高
コスト開

概要

宇宙企業にとって、ベンチャーキャピタルよりも政府のシードステージR&D資金プロ

グラムが、その開発ライフサイクルにより適しているという議論が活発化していま
す。SBIR/STTRプログラムのような政府資金は、株式と引き換えに資金を提供するVC

とは異なり、株式を要求せず、技術的進歩を重視します。この特性は、宇宙ハードウ

ェア開発の長期にわたる性質と高い初期コストに合致し、スタートアップの持続的な
成長を支援する上で重要な役割を果たします。

公開日 2026年08月03日  The Space Review  アメリカ



詳細

主要成果

宇宙スタートアップ企業にとって、ベンチャーキャピタル（VC）からの資金調達より
も、政府のシードステージ研究開発（R&D）資金プログラムが、その開発ライフサイク
ルの特性により適合するという議論が、業界内で強く提起されています。特に、米国の
SBIR （ Small Business Innovation Research ） /STTR （ Small Business Technology

Transfer）プログラムのような政府資金は、株式の希薄化を伴わず、長期的な技術的進
歩に焦点を当てるため、宇宙ハードウェア開発の固有の課題を解決する上で、より効果
的な資本スタックの逆転をもたらすとされています。

技術・臨床詳細

宇宙ハードウェア開発は、通常、極めて長い開発期間、高い初期投資コスト、そして高
い技術的リスクを伴います。例えば、新しいロケットエンジンや衛星プラットフォーム
の開発には、概念設計から実証、そして商業運用まで、数年から数十年を要することが
珍しくありません。VCは通常、より迅速なリターンと市場検証を求める傾向があり、こ
のような長期的な投資サイクルや高い技術的リスクは、VCの投資基準に合致しないこと
が多いです。一方、SBIR/STTRプログラムは、基礎研究から応用開発までを段階的に支
援し、技術的マイルストーンの達成を重視するため、宇宙分野のディープテックスター
トアップにとって理想的な支援モデルとなります。

背景・業界文脈

過去10年間で、民間の宇宙産業への投資は飛躍的に増加しましたが、その多くは、ソフ
トウェア、データサービス、または比較的成熟したハードウェア技術に集中していまし
た。しかし、真に革新的なロケット、衛星、宇宙インフラを構築するには、ブレークス
ルーを必要とするハードウェア技術への投資が不可欠です。政府は、このような高リス
ク・高リターンの初期段階の研究開発を支援することで、民間投資が追随できる基盤を
築く役割を担っています。これにより、国家安全保障上の重要な技術領域におけるイノ
ベーションが促進され、国際競争力の維持にも繋がります。



今後の展望

政府資金プログラムが宇宙スタートアップの初期段階の成長を支える「逆転の資本スタ
ック」モデルが確立されれば、より多くの画期的な宇宙技術が実用化される可能性が高
まります。これは、宇宙探査のフロンティアを拡大し、地球の課題解決に貢献する新た
な宇宙サービスや製品の創出を加速させるでしょう。投資家は、政府資金によって技術
的リスクが低減された後、より成熟した段階で投資を行うという新たな戦略的アプロー
チを検討するようになるかもしれません。この動向は、宇宙経済の健全な成長と多様性
を確保する上で、極めて重要な意味を持ちます。

元記事: https://www.thespacereview.com/article/5278/1

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.thespacereview.com/article/5278/1


#20 Redwire、SpaceMDのStarfall商業ミッション発表を
受け微小重力医薬品開発イベントを8月7日に開催

概要

Redwireは、SpaceMDがSpaceX Starfall宇宙船による初の商業ミッションを発表したこ
とを受け、微小重力と医薬品開発に焦点を当てた業界イベントを8月7日に開催すると
発表しました。このイベントでは、バイオテクノロジー、宇宙内製造、および広範な

宇宙活用経済における微小重力の影響について、官民の主要リーダーや研究者が集ま
り議論します。これは、宇宙での医薬品製造が商業化の新たな段階に入ったことを示
唆するものです。

公開日 2026年08月06日  Redwire  アメリカ



詳細

主要成果

宇宙製造技術のリーディングカンパニーであるRedwireは、SpaceMDがSpaceXのStarfall

宇宙船を利用した初の商業ミッションを発表したことを受け、微小重力と医薬品開発に
関する重要な業界イベントを2026年8月7日に開催すると発表しました。このイベント
は、微小重力環境がバイオテクノロジー、宇宙内製造、そして広範な宇宙活用経済にい
かに革新的な変化をもたらすかについて、官民の主要なリーダーや研究者が一堂に会し
て議論する場となります。

技術・臨床詳細

SpaceXのStarfall宇宙船は、短期間の微小重力環境での実験や、地球への貨物輸送を可能
にする再突入カプセルです。SpaceMDによるStarfallを活用した商業ミッションは、微小
重力下での医薬品結晶化や、その他バイオ医薬品関連の実験に焦点を当てていると予想
されます。微小重力は、地球の重力による対流や沈降を排除し、より均一で純粋な結晶
を形成する可能性を秘めており、これが医薬品の有効性向上や副作用低減に繋がると期
待されています。Redwireは、このような宇宙製造技術の商業化を積極的に推進する企
業の一つです。

背景・業界文脈

近年、宇宙での医薬品開発や製造は、地球上では困難な高品質な製品を生み出す可能性
から、新たなフロンティアとして注目されています。NASAやJAXAといった宇宙機関だ
けでなく、民間企業もこの分野に参入し、国際宇宙ステーション（ISS）や専用の軌道
上プラットフォームを活用した研究開発が進められています。SpaceMDの商業ミッショ
ンは、この「宇宙製薬」市場が初期研究段階から本格的な商業運用フェーズへと移行し
つつあることを象徴するものです。



今後の展望

Redwireが主催するこのイベントは、微小重力環境が持つ潜在的な価値を再確認し、今
後の宇宙産業、特にバイオ医薬品分野における技術革新とビジネスモデルの方向性を議
論する上で重要な機会となります。SpaceMDのStarfallミッションに続き、さらなる商業
ミッションが計画され、宇宙での医薬品製造がよりアクセスしやすく、コスト効率の高
いものとなることで、新薬開発のサイクルが加速し、患者に革新的な治療法が提供され
る未来が期待されます。投資家や製薬企業は、この新たな宇宙活用経済の動向に注目
し、その潜在的な機会を模索するでしょう。

元記事: https://rdw.com/newsroom/redwire-to-host-briefing-and-discussion-of-microgravity-and-

pharmaceutical-development-following-the-announcement-of-spacemds-first-commercial-mission-on-

spacexs-starfall-spacecraft/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://rdw.com/newsroom/redwire-to-host-briefing-and-discussion-of-microgravity-and-pharmaceutical-development-following-the-announcement-of-spacemds-first-commercial-mission-on-spacexs-starfall-spacecraft/
https://rdw.com/newsroom/redwire-to-host-briefing-and-discussion-of-microgravity-and-pharmaceutical-development-following-the-announcement-of-spacemds-first-commercial-mission-on-spacexs-starfall-spacecraft/
https://rdw.com/newsroom/redwire-to-host-briefing-and-discussion-of-microgravity-and-pharmaceutical-development-following-the-announcement-of-spacemds-first-commercial-mission-on-spacexs-starfall-spacecraft/


#21 微小重力下の結晶成長が半導体性能を大幅向上：
Space Forgeが軌道上製造でマイルストーン達成

概要

微小重力下での結晶成長は、より均一なサイズと構造を持つ「より純粋な」結晶を生
み出すことが可能であり、これにより半導体性能が大幅に向上する可能性が指摘され
ています。Space Forgeなどの先進企業は、この科学的原理に基づき、軌道上での半導

体材料製造の実現を目指し、重要なマイルストーンを達成したと報告しました。この
技術は、地球上では困難な超高性能半導体の製造を可能にし、エレクトロニクス産業
に革命をもたらす潜在力を持っています。

公開日 2026年08月06日  BeBeez International  欧州



詳細

主要成果

微小重力環境下での結晶成長が、地球上では達成困難な、より均一なサイズと構造を持
つ「超純粋な」結晶を生み出すことが可能であり、これにより半導体デバイスの性能が
飛躍的に向上する潜在力があることが、最新の研究と企業の実証によって示されていま
す。特に、英国を拠点とする宇宙製造スタートアップSpace Forgeは、この科学的根拠
に基づき、軌道上での半導体材料製造を実現するための重要なマイルストーンを達成し
たと報告し、この分野における商業化への道を切り開いています。

技術・臨床詳細

地球上での結晶成長プロセスでは、重力による対流や不純物の沈降が、結晶の欠陥や不
均一な構造を引き起こす主な要因となります。しかし、微小重力環境では、これらの影
響が排除されるため、材料の自己組織化プロセスがより制御され、理想的な結晶格子構
造が形成されます。これにより、半導体の電子移動度、欠陥密度、さらにはデバイスの
寿命と信頼性が大幅に改善される可能性があります。Space Forgeは、独自の軌道上製
造プラットフォームを活用し、ガリウムヒ素（GaAs）やシリコンカーバイド（SiC）と
いった次世代半導体材料の結晶成長実験を行い、高純度・高品質な結晶生成に成功して
います。

背景・業界文脈

世界の半導体産業は、ムーアの法則の限界に直面し、性能向上の新たなアプローチを模
索しています。微小重力環境を利用した結晶成長は、この課題に対する革新的な解決策
の一つとして浮上しています。特に、宇宙や防衛分野、高性能コンピューティング、量
子技術など、極限環境での信頼性が求められるアプリケーションにおいて、宇宙製造さ
れた超高性能半導体への需要が高まることが予想されます。Space Forgeの成果は、宇
宙内製造が単なる概念実証の段階を超え、実用的な産業応用へと移行していることを明
確に示しています。



今後の展望

Space Forgeが達成したマイルストーンは、軌道上での半導体材料製造が技術的に可能
であるだけでなく、商業的にも実現可能であることを示唆しています。今後、同社は製
造能力のスケールアップと、地球への製品の効率的な帰還システムの確立に注力するで
しょう。宇宙で製造された超高性能半導体が市場に投入されれば、エレクトロニクス産
業全体に革命をもたらし、次世代技術の発展を加速させる可能性を秘めています。研究
者、エンジニア、投資家は、この「宇宙製半導体」の未来に大きな期待を寄せていま
す。

元記事: https://bebeez.eu/2026/08/06/can-you-really-make-semiconductors-in-space/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bebeez.eu/2026/08/06/can-you-really-make-semiconductors-in-space/


#22 北京の商業宇宙企業、OrienspaceのGravity-2、i-
SpaceのHyperbola-3など再利用可能ロケットの2026年内
初飛行へ

概要

北京を拠点とする複数の商業宇宙企業が、2026年中に再利用可能なロケットの初飛行

検証ミッションを実施する計画を加速しています。主要な開発企業にはOrienspace

（Gravity-2）やi-Space（Hyperbola-3）が含まれ、これにより中国の宇宙産業におけ
る競争力と技術革新が推進されます。北京市政府も、商業宇宙エコシステムの確立と

イノベーション促進のための強力な政策的支援を提供しており、国内の宇宙技術発展
を後押ししています。

公開日 2026年08月06日  Global Times  中国



詳細

主要成果

北京を拠点とする複数の商業宇宙企業が、2026年内に再利用可能なロケットの初飛行検
証ミッションを実施する計画を加速させていることが明らかになりました。特に、
Orienspaceの「Gravity-2」とi-Spaceの「Hyperbola-3」がその開発の最前線におり、こ
れにより中国の商業宇宙産業における技術革新と国際競争力が大幅に強化されることが
期待されます。

技術・臨床詳細

これらの再利用可能ロケットは、第一段の垂直着陸技術を中核としており、SpaceXの
Falcon 9ロケットと同様の運用概念を目指しています。Gravity-2は中型ペイロードを想
定した設計で、より大きな打ち上げ能力と頻度を提供することを目指しています。
Hyperbola-3は、液体推進剤を使用し、再利用性を考慮した設計により、打ち上げコス
トを大幅に削減できると見込まれています。これらの技術の成功は、中国の衛星打ち上
げ市場の効率性を高め、商業衛星コンステレーションの展開を加速させる上で不可欠で
す。

背景・業界文脈

中国は、2014年の民間投資開放以来、商業宇宙産業の育成に国家戦略として力を入れて
います。北京市政府は、宇宙企業への財政的インセンティブ、研究開発支援、インフラ
提供を通じて、北京を商業宇宙エコシステムの中心地として確立することを目指してい
ます。この強力な政府支援は、民間企業が独自の技術革新を追求し、再利用可能なロケ
ットのような高リスク・高リターンのプロジェクトに投資することを可能にしていま
す。中国の再利用可能ロケット開発の加速は、米国の宇宙企業との技術的ギャップを縮
め、グローバルな宇宙産業における競争を激化させる要因となるでしょう。



今後の展望

2026年内のこれらの再利用可能ロケットの初飛行検証ミッションは、中国の商業宇宙産
業にとって重要なマイルストーンとなります。成功すれば、中国のロケット打ち上げコ
ストは大幅に低下し、国際的な打ち上げサービス市場での存在感を高めるでしょう。将
来的には、中国国内だけでなく、アジア、アフリカ、ラテンアメリカなどの新興市場へ
の商業打ち上げサービス提供も視野に入れられており、世界の宇宙経済の勢力図に大き
な変化をもたらす可能性を秘めています。研究者、エンジニア、投資家は、中国のこの
ダイナミックな動きに引き続き注目する必要があります。

元記事: https://www.globaltimes.cn/page/202608/1367682.shtml

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.globaltimes.cn/page/202608/1367682.shtml


#23 宇宙関連資産が新たなインフラ投資対象に浮上、地上
局・ミッション制御施設が堅実なキャッシュフローで注目

概要

宇宙関連資産が、インフラ投資家にとって新たな投資対象として浮上していますが、
その投資条件は従来のインフラ資産とは大きく異なります。現在の主要な資金源は政
府支出である一方、民間投資は衛星製造、大型打ち上げ、防衛関連プラットフォーム

に集中しています。特に、堅実なキャッシュフローを生み出す地上局、ミッション制
御施設、およびデータ処理施設がインフラ投資家から強い注目を集めており、宇宙イ
ンフラ市場の成熟を示しています。

公開日 2026年08月03日  Herbert Smith Freehills  イギリス



詳細

主要成果

宇宙関連資産が、従来のインフラ投資の範疇を超え、新たな魅力的な資産クラスとして
台頭しています。特に、宇宙産業が急速に成熟する中で、インフラ投資家は、政府支出
が主な資金源である一方で、堅実なキャッシュフローを生み出す地上局、ミッション制
御施設、およびデータ処理施設といった地上セグメントの資産に強い関心を寄せていま
す。これは、宇宙投資のトレンドが、より安定した収益性を重視する方向に移行してい
ることを示唆しています。

技術・臨床詳細

従来のインフラ資産（道路、鉄道、電力網など）と比較して、宇宙関連資産は、宇宙空
間に展開される衛星、打ち上げロケット、軌道上サービスプラットフォーム、そして地
上に設置される通信ハブ、データセンター、ミッション管制センターなど、多岐にわた
ります。投資の初期段階では、衛星製造や大型打ち上げシステム、防衛関連プラットフ
ォームといった資本集約的で高リスクな領域に民間資金が集中する傾向が見られました
が、現在では、安定した運用収益が見込める地上インフラへの関心が高まっています。
これらの施設は、衛星データ通信、測位サービス、地球観測データの受信と処理に不可
欠であり、長期的な収益源となります。

背景・業界文脈

宇宙経済は、政府主導の探査から民間主導の商業活動へと急速に移行しています。
NASAの商業月着陸システムプログラムや、欧州のScaleup Europe Fundのような政府系
ファンドの参入は、民間投資を呼び込む触媒となっています。しかし、宇宙産業は依然
として高い技術的・市場リスクを伴うため、インフラ投資家は、より予測可能で安定し
たリターンを追求しています。地上セグメントは、宇宙空間の資産と比較して、比較的
リスクが低く、既存のビジネスモデルと規制環境が明確であるため、魅力的な投資対象
として認識されつつあります。



今後の展望

宇宙インフラが新たな資産クラスとして確立されることは、宇宙産業全体への資金流入
を多様化し、持続可能な成長を促進する上で極めて重要です。地上局やデータ処理施設
への投資拡大は、宇宙空間で生み出されるデータの価値を最大限に引き出し、新たな宇
宙サービスやアプリケーションの創出を加速させます。将来的には、月面基地や軌道上
工場といった、より複雑な宇宙インフラも、投資家にとって魅力的な対象となる可能性
を秘めており、宇宙経済のさらなる拡大と成熟に寄与するでしょう。研究者、エンジニ
ア、投資家は、この新たな投資トレンドを注視し、その機会と課題を深く理解する必要
があります。

元記事: https://www.hsfkramer.com/insights/2026-07/space-infrastructure-an-emerging-asset-class

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.hsfkramer.com/insights/2026-07/space-infrastructure-an-emerging-asset-class


#24 SpaceX、Starfall再突入カプセルの初飛行試験成功：
微小重力製造とポイント・ツー・ポイント貨物輸送を加速

概要

SpaceXは、微小重力環境へのアクセスとポイント・ツー・ポイント貨物輸送の課題に
対応するため、Starfall再突入カプセルの初飛行試験を6月23日に成功裏に実施しまし
た。この革新的なカプセルは、自律的な微小重力環境を提供し、医薬品結晶化、光フ

ァイバー加工、材料科学実験といった宇宙内製造用途に利用できます。さらに、
Starfallは遠隔地への重要物資を迅速に輸送するプラットフォームとしても機能し、宇
宙経済に新たな可能性を開きます。

公開日 2026年08月02日  SatNews  アメリカ



詳細

主要成果

SpaceXは、宇宙空間での微小重力へのアクセスと、地球上の任意のポイント間での迅速
な貨物輸送のニーズに応えるため、新たな「Starfall」再突入カプセルの初飛行試験を
2026年6月23日に成功裏に実施しました。この画期的なカプセルは、自律的な微小重力
環境を提供することで、医薬品結晶化、高性能光ファイバー加工、先進材料科学実験と
いった宇宙内製造ベンチャーを大幅に加速させる潜在力を秘めています。

技術・臨床詳細

Starfall再突入カプセルは、軌道上での実験モジュールとして機能し、最大数日間の微小
重力条件を維持できる設計となっています。これにより、地球上では困難な、高純度で
均一な材料や結晶の製造が可能になります。実験後、カプセルは自律的に地球大気圏に
再突入し、指定された着陸地点へ正確に貨物を帰還させます。これは、貴重な宇宙製材
料や実験サンプルの回収プロセスを劇的に簡素化します。さらに、その高速ポイント・
ツー・ポイント輸送能力は、災害救援物資や緊急医療品の遠隔地への迅速な供給といっ
た、地球上での物流課題解決にも応用可能です。

背景・業界文脈

宇宙内製造は、従来の宇宙ミッションの制約を克服し、新しい宇宙経済を構築する上で
不可欠な要素として注目されています。地球から宇宙へ部品を打ち上げるコストと複雑
さは、宇宙開発の大きな障壁となっていました。Starfallのような再突入カプセルは、こ
の障壁を低減し、宇宙での実験や製造活動をより手軽に行えるようにすることで、宇宙
製造技術の商業化を加速させます。SpaceXは、Starlink衛星群の展開で培った打ち上
げ・運用技術を活かし、Starfallを通じて宇宙アクセスの多様化と宇宙空間での経済活動
の活性化を図っています。



今後の展望

Starfall再突入カプセルの成功は、宇宙内製造と宇宙物流の分野に新たな地平を切り開き
ます。医薬品、半導体、光ファイバーなど、多岐にわたる産業分野で、宇宙空間でしか
得られない高品質な製品が製造される可能性が現実味を帯びてきました。これにより、
宇宙空間が単なる科学探査の場から、地球経済に貢献する新たな生産拠点へと進化する
ことが期待されます。SpaceXのこの革新的なステップは、宇宙経済全体の発展を促し、
将来の月面・火星探査のサプライチェーン構築にも重要な影響を与えるでしょう。

元記事: https://satnews.com/2026/08/01/spacex-demonstrates-starfall-capsule-as-liquidity-event-

accelerates-in-space-manufacturing-ventures/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://satnews.com/2026/08/01/spacex-demonstrates-starfall-capsule-as-liquidity-event-accelerates-in-space-manufacturing-ventures/
https://satnews.com/2026/08/01/spacex-demonstrates-starfall-capsule-as-liquidity-event-accelerates-in-space-manufacturing-ventures/


#25 日本の防衛スタートアップエコシステムが拡大：
Infostellar、ACSL、Prodroneが技術革新を牽引

概要

日本の防衛スタートアップエコシステムは、政府投資、民間資金、および国際協力の
増加により、急速な拡大が期待されています。特に、Infostellarは信頼性の高い衛星通
信技術を提供し、ACSLやProdroneは自律型ドローン技術を通じて、インフラ点検、物

流支援、緊急対応といった商業および防衛用途に大きく貢献しています。これらの企
業は、日本の防衛能力強化と技術革新を牽引する重要な存在です。

公開日 2026年08月06日  TechRound  日本



詳細

主要成果

日本の防衛技術スタートアップエコシステムは、政府からの投資、民間資金の流入、そ
して国際協力の強化を背景に、急速な拡大と成熟を遂げつつあります。このエコシステ
ムの中心には、信頼性の高い衛星通信技術を提供するInfostellarや、高度な自律型ドロ
ーン技術を持つACSLとProdroneといった革新的な企業が存在し、日本の防衛能力とデ
ュアルユース技術の進化を強力に牽引しています。

技術・臨床詳細

Infostellarは、宇宙と地上の間のデータ中継を最適化する衛星通信プラットフォーム
「StellarStation」を提供しています。これは、多様な衛星ミッションにおけるデータ伝
送の効率性と信頼性を向上させ、特に防衛分野での情報収集能力を強化します。一方、
ACSLとProdroneは、自律航行、高耐久性、多様なペイロード対応能力を持つドローン
を開発しています。これらのドローンは、敵対的な環境下での偵察、監視、補給、イン
フラ点検、災害時の緊急対応など、商業と防衛の両面で幅広い用途に貢献し、人間のリ
スクを低減します。

背景・業界文脈

近年、地政学的な緊張の高まりと、宇宙・サイバー空間を含む領域での新たな脅威の出
現により、各国の防衛戦略は大きく変化しています。日本も例外ではなく、自国の安全
保障を確保するために、先進的な防衛技術への投資と、革新的な民間企業の活用を加速
しています。日本政府は、宇宙戦略基金や防衛省の関連プロジェクトを通じて、防衛分
野におけるスタートアップ企業の役割を重視し、技術開発と商業化を支援する体制を強
化しています。これは、防衛産業におけるイノベーションを促進し、伝統的な大企業に
加えて新たなプレイヤーを巻き込むことで、技術的優位性を確立する戦略の一環です。



今後の展望

日本の防衛スタートアップエコシステムの継続的な成長は、国家安全保障の強化に不可
欠であると同時に、商業分野への技術転用による経済効果も期待されます。
Infostellar、ACSL、Prodroneのような企業が、最先端の技術を提供し続けることで、日
本は宇宙、航空、AI、ロボティクスといった分野で、よりレジリエントで革新的な防衛
能力を構築できるでしょう。国際的な防衛協力の深化も進む中で、これらの日本のスタ
ートアップがグローバルな防衛技術市場で果たす役割は、今後ますます重要になること
が予測されます。

元記事: https://techround.co.uk/startups/top-defensetech-startups-japan/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://techround.co.uk/startups/top-defensetech-startups-japan/


#26 SpaceX、13回目のスターシップ試験飛行で次世代
Starlink V3衛星を初展開、上段ヒートシールドの軌道撮影
に成功

概要

SpaceXのスターシップは、7月24日に実施された13回目の試験飛行で、初めて次世代

Starlinkインターネット衛星を軌道上に展開しました。このミッション中、6機の
「Starlink V3」衛星がスターシップ上段のヒートシールドを軌道上から撮影し、その航
行する姿の鮮明な映像を捉えました。SpaceXはさらに、8月中に14回目のテスト飛行

を予定しており、上段ロケットの垂直回収（タワーでのキャッチ）という野心的な試
みを行う計画です。

公開日 2026年07月31日  Space.com  アメリカ



詳細

主要成果

SpaceXの次世代宇宙船スターシップは、2026年7月24日に実施された13回目の試験飛行
において、大きな成功を収め、初めて次世代型のStarlinkインターネット衛星を軌道に展
開しました。この歴史的な飛行中に、搭載された6機の「Starlink V3」衛星が、スターシ
ップの上段（アッパーステージ）のヒートシールドを軌道上から鮮明に撮影することに
成功し、その壮大な航行の様子を捉えた映像を地球に届けました。

技術・臨床詳細

今回のスターシップ試験飛行では、ペイロードとして設計されたStarlink V3衛星が、ス
ターシップの軌道投入能力とペイロード展開システムの実証に貢献しました。特に、軌
道上からのスターシップ自身の撮影は、宇宙船の健全性監視や将来のドッキング操作に
おける視覚情報取得の可能性を示すものです。Starlink V3衛星は、既存のStarlink衛星と
比較して通信容量と性能が向上しており、グローバルな高速インターネットサービスを
さらに強化することを目指しています。SpaceXは、8月中に予定されている14回目のテ
スト飛行で、スターシップ上段の革新的な垂直回収方法、すなわち打ち上げ地点のタワ
ーでロケット上段をメカニカルアームでキャッチするという高度な技術実証を試みる予
定です。これにより、スターシップの完全な再利用性を確立し、宇宙輸送コストの大幅
な削減を目指します。

背景・業界文脈

スターシップは、SpaceXの火星移住計画や、地球軌道上の大規模な衛星コンステレーシ
ョン構築、さらには月や火星への有人・物資輸送を目指す超大型再利用型ロケットシス
テムです。その開発は、これまでの宇宙輸送の概念を覆す可能性を秘めており、低コス
トでの宇宙アクセスと高頻度な打ち上げを実現することで、宇宙経済全体に革命をもた
らすと期待されています。スターシップの成功は、宇宙観光、宇宙製造、宇宙資源開発
など、新たな宇宙産業のフロンティアを開拓する上で不可欠な要素となります。



今後の展望

今回のStarlink V3衛星の展開成功と、続く14回目の飛行での上段回収の試みは、スター
シップ開発の重要なマイルストーンです。完全な再利用性の確立は、宇宙輸送の経済性
を根本的に変え、月や火星への大規模ミッションの実現可能性を飛躍的に高めます。
SpaceXは、この技術を通じて、宇宙をより身近なものとし、人類の多惑星種としての未
来を切り開くことを目指しており、今後の試験飛行の進捗が世界中から注目されていま
す。

元記事: https://www.space.com/space-exploration/launches-spacecraft/spacexs-starship-seen-in-space-

by-next-gen-starlink-satellite-video

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.space.com/space-exploration/launches-spacecraft/spacexs-starship-seen-in-space-by-next-gen-starlink-satellite-video
https://www.space.com/space-exploration/launches-spacecraft/spacexs-starship-seen-in-space-by-next-gen-starlink-satellite-video


#27 中国商業宇宙打ち上げ、2026年に30回超見込み：長
征6A型成功と民間企業へのKailian Capital投資が加速

概要

中国の商業航空宇宙産業は急速な発展段階にあり、2026年には国内の商業宇宙打ち上
げ回数が30回を超える見込みです。最近では7月30日に長征6A型キャリアロケットが
通信技術試験衛星27号A/Bを成功裏に軌道投入し、中国の成熟したR&Dおよび実装能

力を示しました。民間商業航空宇宙企業も多数の成功打ち上げを記録しており、
Kailian Capitalなどの投資会社が航空宇宙のコアコンポーネントへの戦略的投資を活発
化させています。

公開日 2026年08月06日  36Kr  中国



詳細

主要成果

中国の商業航空宇宙産業は、目覚ましい速度で発展段階に突入しており、2026年には国
内の商業宇宙打ち上げ回数が30回を超えるという記録的なペースで進むことが見込まれ
ています。この活況は、単に数量的な拡大に留まらず、中国が宇宙技術の自律性と商業
的競争力を飛躍的に向上させていることを明確に示しています。

技術・臨床詳細

この発展を象徴する出来事として、2026年7月30日には、長征6A型キャリアロケットが
「通信技術試験衛星27号A/B」を予定された軌道に正確に投入するミッションを成功さ
せました。これは、中国の航空宇宙産業が有する成熟したエンジニアリングR&Dおよび
実装システムの具体的な証左となります。さらに、Galactic EnergyやOrienspaceのよう
な民間商業航空宇宙企業も、多数の打ち上げ成功を収め、再利用可能なロケット技術や
低コスト打ち上げソリューションの開発において急速な進展を見せています。投資面で
は、Kailian Capitalのような大手投資会社が、主要な航空宇宙コアコンポーネント（例:

先端推進システム、衛星バス、ペイロード技術）の開発企業への戦略的投資を活発に進
めており、産業全体の技術基盤強化に寄与しています。

背景・業界文脈

中国政府は2014年の民間投資解禁以来、商業宇宙産業の育成に重点を置いてきました。
この政策的支援が、技術革新と市場競争を促し、多数の宇宙スタートアップの誕生と成
長を後押ししています。世界の宇宙経済が低軌道（LEO）衛星コンステレーションの構
築と宇宙ベースのデータサービスへとシフトする中で、中国は自国の強固なサプライチ
ェーンと大規模な国内市場を背景に、この分野での主導権を確立しようとしています。
これは、米国や欧州などの伝統的な宇宙大国との間で、技術的・経済的競争が激化して
いる状況を反映しています。



今後の展望

中国商業宇宙産業の継続的な成長は、グローバルな宇宙産業の勢力図を大きく変える可
能性を秘めています。打ち上げ頻度の増加と再利用可能なロケット技術の成熟は、宇宙
アクセスのコストをさらに引き下げ、より多様な宇宙アプリケーション（例: 宇宙製
造、宇宙ベースAIデータセンター、宇宙観光）の実現を加速させるでしょう。Kailian
Capitalなどの戦略的投資は、中国が宇宙産業のバリューチェーン全体を強化し、国際的
な競争力をさらに高めることを目指していることを示唆しています。国際社会は、中国
のこの急速な進展に注目し、技術協力と競争のバランスを慎重に管理する必要があるで
しょう。

元記事: https://eu.36kr.com/en/p/3927674259052418

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://eu.36kr.com/en/p/3927674259052418


#28 米国FAA、商業宇宙打ち上げ・再突入の環境規制を大
幅に合理化する新規則案を提案

概要

米国連邦航空局（FAA）は、商業宇宙活動の承認プロセスを合理化するため、13の連
邦法令の要件を免除する新規則案を提出しました。この提案は、2025年8月13日の大
統領令「商業宇宙産業における競争の促進」に対応するもので、打ち上げ、再突入、

および関連サイト運営に対する承認を迅速化します。免除されるのは、公共の健康、
安全、財産、国家安全保障、外交政策に影響を与えないと判断された環境法規やその
他の法的要件です。これにより、2030年までに米国の商業宇宙打ち上げ頻度と新規宇

宙活動を大幅に増加させることを目指します。

公開日 2026年07月30日  Federal Register  アメリカ



詳細

主要成果

米国連邦航空局（FAA）は、商業宇宙ライセンスおよび許可プロセスを大幅に合理化す
るため、連邦の13の法令要件を免除する規則案を発表しました。この画期的な提案は、
商業ロケットの打ち上げ、宇宙船の再突入、および打ち上げ・再突入サイトの運営に対
する承認を迅速化し、米国における商業宇宙産業の成長を加速させることを目的として
います。

技術・臨床詳細

提案されている規則は、特に環境評価プロセスに関連する複数の連邦法規の適用を免除
します。具体的には、2025年8月13日に発令された大統領令「商業宇宙産業における競
争の促進」に基づき、公共の健康と安全、財産の安全、国家安全保障、または米国の外
交政策上の利益を保護するために不可欠ではないと判断される要件が対象です。これに
は、環境影響評価の簡素化や、不要な書類作成の削減が含まれる見込みです。例えば、
これまで複雑であった特定の環境審査プロセスを、活動が環境に与える影響が最小限で
あると判断される場合に限り、免除することが可能になります。

背景・業界文脈

この規則案は、米国が世界の商業宇宙市場における競争力を維持し、加速するための重
要な施策です。従来のライセンスプロセスは、複数の連邦機関にまたがる複雑な環境規
制や法的要件によって時間とコストがかかり、新規参入企業や迅速な打ち上げを求める
企業にとって大きな障壁となっていました。今回の合理化は、SpaceXやBlue Originとい
った既存のプレーヤーだけでなく、新たな宇宙スタートアップ企業にとっても、より予
測可能で効率的な事業環境を提供します。また、宇宙インフラの急速な拡大に伴い、打
ち上げ頻度の増加が予測されており、現行の規制では対応が困難になりつつあった状況
への対応でもあります。



今後の展望

FAAのこの提案が最終規則として施行されれば、米国における商業宇宙打ち上げの頻度
は2030年までに大幅に増加すると予測されています。規制の簡素化は、宇宙産業への民
間投資をさらに促進し、衛星コンステレーションの展開、宇宙観光、宇宙資源探査な
ど、多岐にわたる新規宇宙活動の加速に寄与するでしょう。これにより、米国は宇宙経
済のリーダーとしての地位を一層強固なものにし、イノベーションを推進するエコシス
テムを構築することが期待されます。ただし、公共の安全と環境保護とのバランスをど
のように維持するかが、今後の重要な焦点となります。

元記事: https://www.federalregister.gov/documents/2026/07/30/2026-15415/waiver-of-specified-

statutory-requirements-for-commercial-space-launch-and-reentry-actions

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.federalregister.gov/documents/2026/07/30/2026-15415/waiver-of-specified-statutory-requirements-for-commercial-space-launch-and-reentry-actions
https://www.federalregister.gov/documents/2026/07/30/2026-15415/waiver-of-specified-statutory-requirements-for-commercial-space-launch-and-reentry-actions


#29 Varda Space Industries、バイオ医薬品リーダー招聘
で宇宙ベース医薬品製造を加速：2027年までに10回打ち
上げ計画

概要

Varda Space Industriesは、バイオ医薬品分野のリーダーであるミカエル・ドルステン

氏を取締役に迎え、宇宙ベースの医薬品製造事業を加速させると発表しました。同社
は、無重力環境が地球上では不可能な高品質な医薬品有効成分の製剤を可能にすると
確信しており、2027年までに10回の打ち上げと再突入ミッションを計画して宇宙製造

のルーティン化を目指しています。この戦略的な動きは、宇宙が製薬産業に革命をも
たらす可能性を強調するものです。

公開日 2026年08月03日  BioSpace  アメリカ



詳細

主要成果

Varda Space Industriesは、バイオ医薬品業界の著名なリーダーであるミカエル・ドルス
テン氏を新たに取締役に迎えることを発表し、宇宙ベースの医薬品製造事業を大幅に加
速させます。同社は、微小重力環境が地球上では不可能または困難な、優れた品質の医
薬品有効成分（API）の製剤を可能にすると確信しており、この分野の商業化を急速に
進める計画です。具体的には、2027年までに10回の打ち上げと再突入ミッションを計画
し、宇宙製造のルーティン化を目指しています。

技術・臨床詳細

Varda Space Industriesが推進する宇宙での医薬品製造技術は、微小重力という独自の環
境を活用して、地球上では実現困難な結晶構造や形態を持つ高純度・高効率の医薬品を
生成することにあります。地球上では、重力による沈降、対流、不均一な熱伝達が結晶
成長の均一性を阻害しますが、宇宙空間ではこれらの影響が排除されるため、より完璧
な結晶構造が形成されやすくなります。この技術は、特にタンパク質結晶や複合分子の
製剤において、その安定性、溶解性、生体利用効率を劇的に改善する可能性を秘めてい
ます。ドルステン氏の専門知識は、これらの宇宙で製造された医薬品の臨床的意義と市
場投入戦略を策定する上で不可欠となるでしょう。

背景・業界文脈

宇宙ベースの製造は、近年、打ち上げコストの削減と技術革新により、SFの世界から現
実のものへと変わりつつあります。特に医薬品製造は、その高価値性と、微小重力環境
がもたらす品質向上効果から、最も有望な応用分野の一つとされています。Varda

Space Industriesは、この市場のパイオニアとして、自動化された宇宙工場と再突入カプ
セルを開発し、製造された医薬品を地球に持ち帰るエンドツーエンドのソリューション
を提供しようとしています。製薬業界のトップリーダーをボードに迎えることは、宇宙
製造された医薬品が規制当局の承認を得て、最終的に市場に投入されるための信頼性と
戦略性を高める上で極めて重要です。



今後の展望

ミカエル・ドルステン氏のVarda Space Industriesへの参画は、宇宙ベースの医薬品製造
が単なる実験段階から、本格的な商業および臨床応用へと移行する転換点となる可能性
があります。2027年までに10回のミッションを計画していることは、同社が技術の迅速
な反復と検証、そして製造プロセスの確立にどれだけコミットしているかを示していま
す。この取り組みが成功すれば、難病治療薬や希少疾患向け医薬品の開発に新たな道を
開き、地球上の患者に画期的な治療法を提供する可能性があります。宇宙で製造された
医薬品が市場に登場する日は、そう遠くないかもしれません。

元記事: https://www.biospace.com/press-releases/varda-announces-biopharma-leader-mikael-dolsten-

will-join-board-as-space-based-pharmaceutical-manufacturing-accelerates

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.biospace.com/press-releases/varda-announces-biopharma-leader-mikael-dolsten-will-join-board-as-space-based-pharmaceutical-manufacturing-accelerates
https://www.biospace.com/press-releases/varda-announces-biopharma-leader-mikael-dolsten-will-join-board-as-space-based-pharmaceutical-manufacturing-accelerates

